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はじめに 

 
白山市では、次代を担う人材を育むうえで、ふるさとに誇りと愛着を持つための教育が

大切であると考え、本市の個性である豊かな自然環境や地域資源を最大限に活用し、五感

を通じて自然と触れ合うことなどにより、心豊かで地域社会に貢献できる人材の育成をめ

ざしています。 

 

このような教育の創造に向け、平成２６（2014）年に「白山市教育振興基本計画」を策

定し、基本理念「ふるさと白山の 未来を拓く ひとを育てる ～地域とともに～」を掲げる

とともに、令和２（2020）年には計画と連動した「白山市教育大綱」を定め、学校教育の

充実や、だれもが生涯を通じてあらゆる場で学び、支え合うことができる環境づくりに取

り組んできました。 

 

一方、多様性の時代とされる今日、教育の現場では、不登校児童生徒や特別に支援を要

する児童生徒が増加すると同時に、児童虐待や*ヤングケアラー、貧困などが問題視される

など、子どもを取り巻く状況も多様化・複雑化しています。また、人口減少・少子高齢化

がますます進み、*ＡＩ（人工知能）等をはじめとする技術改革や*グローバル化が一層進展

するなど、社会や教育をめぐる環境は大きく変わってきています。 

 

そのようななか、本市では、令和５（2023）年 5 月に白山手取川ジオパークがユネス

コ世界ジオパークに認定される一方で、令和６（2024）年元旦には能登半島地震が発生

し、県内に甚大な被害をもたらすなど、教育行政にも大きな影響を及ぼすこととなりまし

た。 

 

ついては、従前の計画や大綱における理念を継承しつつも、教育における不易と流行を

見極め、国や県の教育振興基本計画や、「第２次白山市総合計画（2017-2026）」におけ

る基本理念等との整合性を図りながら、今後の本市の教育において、めざす姿と各種施策

の方向性をあらためて示す「第２次白山市教育振興基本計画」を策定するものです。 

 

結びに、本計画の策定にあたり、貴重なご提言をいただきました第２次白山市教育振興

基本計画策定委員会の皆様に心から感謝申し上げますとともに、市民の皆様には、本計画

のもと、ふるさと白山の未来を担う人づくりに向けて、さらなるご支援とご協力を賜りま

すようお願い申し上げます。 

 

令和７年３月 

白山市長 田 村 敏 和 

白 山 市 教 育 委 員 会 



  



 

目 次 
 

第１章 計画策定の背景と目的 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

１ 計画策定の基本的な考え方 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1 

２ 教育をめぐる社会情勢 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 3 

３ 国、県の動向 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 4 

 

第２章 白山市の教育の現状 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

１ 白山市の地域特性 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 9 

２ 学校教育 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 12 

３ 生涯学習 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 20 

４ 青少年教育 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23 

５ 文化振興 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 24 

６ 社会体育 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 26 

 

第３章 教育目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

１ 基本理念とめざす姿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 27 

２ ＳＤＧｓの理念とウェルビーイングの視点に基づく取組の推進 ・・・・・ 28 

３ 基本目標 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 29 

４ 基本施策と重点的取組 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 31 

５ 家庭、学校、地域・社会・企業、行政の協働 ・・・・・・・・・・・・・ 33 

 

第４章 施策の展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

(1) 情操豊かで互いに思いやる心の育成・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 34 

(2) 家庭教育支援の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 37 

(3) 運動に親しみ、心身ともに健全な児童生徒の育成 ・・・・・・・・・・・ 39 

(4) 食育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 41 

(5) いじめ・不登校等への対策 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 42 

(6) 将来の夢や目標を育む教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 45 

(7) 子どもの権利の保障 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 47 

(8) 就学支援の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 49 

(9) 幼児教育の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 51 

(10) 学びを支える学習基盤づくりの充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 52 

(11) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 ・・・・・・・・・ 54 

(12) 個に応じたきめ細かな教育の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 55 

(13) 外国語教育・国際理解教育等の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・ 56 



 

 

 

 

(14) 共に学ぶ教育の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 57 

(15) 教職員の資質・能力の向上 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 59 

(16) 安全教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 62 

(17) 学校図書館教育の充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 64 

(18) 安全で快適な教育環境の整備 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 67 

(19) 情報教育の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 69 

(20) 白山手取川ユネスコ世界ジオパーク・白山ユネスコエコパークについて理解を深める学習の推進 71 

(21) 文化・芸術の振興と創生 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 73 

(22) 文化財を通じた学びのための整備・保存・活用 ・・・・・・・・・・・・ 77 

(23) コミュニティスクールの推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 80 

(24) 学校部活動の地域連携と地域展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 82 

(25) 多様な教育活動の展開 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 84 

(26) 元気あふれる人・地域づくり ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 85 

(27) 笑顔かがやく生涯学習の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 87 

(28) 市立図書館の充実と機能強化 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 89 

(29) 障害者の学びへの支援 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 92 

(30) 生涯スポーツの充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 93 

(31) 競技スポーツの振興 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 96 

(32) スポーツ施設の整備・充実 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 98 

 

第５章 計画の実現にあたって ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

１ 計画の周知・広報 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

２ 活力ある教育行政の推進 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 100 

３ 変化に対応した計画の進行管理 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 101 

 

資料編 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102 

１ 策定体制 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 102 

２ 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会設置要綱 ・・・・・・・・・・ 102 

３ 策定委員会委員名簿 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 104 

４ 策定の経過 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 105 

５ 数値目標一覧 ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 107 

６ 用語解説 （本文中「＊」で記した用語を解説しています）  ・・・・・・ 112 

 

注：本文中、行頭文字「□」は現況や経緯等を表し、「■」は取組を表しています。 



1 

第１章 計画策定の背景と目的 

１ 計画策定の基本的な考え方 
 
（１） 計画の性格 

□本計画は、「*教育基本法」第 17 条第 2 項に基づき白山市が定める、教育の振興のた

めの施策に関する基本的な計画です。かつ、「*地方教育行政の組織及び運営に関する法

律」第 1 条の３に規定する「大綱」として位置づけます。また、本計画は、市民一人ひ

とりが生涯を通して心身ともに「健康」で活躍し、まち全体が「笑顔」あふれ、人も自

然も産業も「元気」に輝くまち白山市を実現し、豊かな自然とともに将来に引き継ぐこ

とを基本理念とした「第２次白山市総合計画」における教育分野の基本施策の性格を有

しています。さらに、本計画は、*ＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）の理念に沿った取組

や*ウェルビーイングの向上に向けた取組を推進します。 

 

 

  

第２次白山市教育振興基本計画
（白山市教育大綱）

関連する個別計画・プラン・方針等

　共生のまち白山プラン
　白山手取川ユネスコ世界ジオパーク
　　マスタープラン・アクションプラン
　学校規模の適正化に係る基本方針
　学校施設長寿命化計画
　スポーツ推進計画
　子どもの権利に関する行動計画
　子ども・子育て支援事業計画
　子ども読書活動推進計画
　市民協働で創るまちづくりあり方方針
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

（

国
）

第
４
期
教
育
振
興
基
本
計
画

（

県
）

第
３
期
石
川
の
教
育
振
興
基
本
計
画

国・県 白山市

教育基本法
第２次白山市総合計画

整合

整合

参酌

連携
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（２） 計画の期間 

□本計画の期間は、令和７（2025）年度から令和 14（2032）年度までの 8 年間で

す。ただし、白山市総合計画の改定等を踏まえ、計画期間中に必要な見直しを行うこ

ととします。また、本計画の進捗状況については、毎年実施している教育に関する事

務の点検及び評価により成果の評価・検証を行います。 
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2017 

H30 

2018 
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2019 
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2024 
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2026 
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2028 
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2029 
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R1 

2031 

R14 

2032 

                   

             

 

     

 

 

  

第１次白山市教育振興基本計画 

白山市教育大綱 

第２次白山市教育振興基本計画 

第１次 第２次白山市総合計画 第３次 
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２ 教育をめぐる社会情勢 
 
□現代は、その特徴である変動性 (Volatility)、不確実性 (Uncertainty)、複雑性

(Complexity)、曖昧性(Ambiguity)の頭文字を取って 「VUCA 」の時代とも言われ、

新型コロナウイルス感染症の影響や、ロシアのウクライナ侵攻による国際情勢の不安

定化などが象徴するように、将来の予測が困難な時代となっています。 

 

□人口減少・高齢化が進む一方で、*ＩoＴや*ビッグデータ、*ＡＩ（人工知能）等をはじ

めとする技術改革や*グローバル化が一層進展し、*超スマート社会（Society5.0）の実

現が提言されるとともに、成年年齢や選挙権年齢の引き下げやこども家庭庁が設置さ

れるなど、教育をめぐる環境は大きく変わってきています。 

 

□そして教育の現場では、全国的に不登校児童生徒数が増加しており、児童虐待、*ヤン

グケアラー、貧困など、子どもを取り巻く問題も多様化・複雑化しています。地域社会

の国際化が進む中、*多文化共生の考え方も取り入れていく必要があり、障害の有無や

年齢、文化的・言語的背景、家庭環境などにかかわらず、教育においても、誰一人取り

残されることのない共生社会の実現をめざしていく必要があります。 

 

□さらに近年は、気温の上昇や大雨の頻度の増加など、気候変動及びその影響が我が国

のみならず世界的に広まっており、夏季の熱中症対策などが問題となっています。ま

た、令和６（2024）年１月１日に発生した能登半島地震は県内に甚大な被害を及ぼ

し、平時から防災対策や安全教育に取り組んでおくことがますます重要となっていま

す。 

 

□こうした教育を取り巻く急速な環境の変化に対応するため、白山市の豊かな自然の恵

みや多くの先人によって育まれた伝統文化など、本市の特徴を生かした効果的な教育

施策を実施することが必要となっています。 
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３ 国、県の動向 
 
（１） 国の動向 
① *教育基本法の改正 

□*教育基本法は、昭和 22（1947）年に制定されてから半世紀以上が経過した平成 18

（2006）年に改正されました。新しい*教育基本法では、国民一人ひとりが豊かな人

生を実現し、我が国が一層の発展を遂げ、国際社会の平和と発展に貢献できるよう、

これまでの*教育基本法の普遍的な理念を大切にしながら、今日求められる教育の目的

や理念、教育の実施に関する基本を定めるとともに、国及び地方公共団体の責務を明

らかにし、教育振興基本計画を定めることなどについて規定されています。 

 

② 教育関係法の改正 

□*教育基本法の改正を受け、平成 19（2007）年 6 月には「学校教育法」、「地方教育

行政の組織及び運営に関する法律」、「教育職員免許法」及び「教育公務員特例法」の教

育関係法が改正されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ *学習指導要領の改訂・全面実施 

□平成 30（2018）年に*学習指導要領が改訂され、小学校では令和２（2020）年度、

中学校では令和３（2021）年度から全面実施されています。現*学習指導要領では、

知・徳・体にわたる「*生きる力」を子どもたちに育むために「何のために学ぶのか」

という各教科等を学ぶ意義を共有しながら、全ての教科等の目標及び内容を「知識及

び技能」「思考力、判断力、表現力等」「学びに向かう力、人間性等」の三つの柱に再整

【学校教育法の改正】 

改正*教育基本法の新しい教育理念を踏まえ、新たに義務教育の目標を定めると

ともに、幼稚園から大学までの各学校種の目的・目標の見直し 

【地方教育行政の組織及び運営に関する法律の改正】 

教育における国、教育委員会、学校の責任を明確にし、保護者が安心して子ど

もを学校に預けうる体制を構築 

【教育職員免許法及び教育公務員特例法の改正】 

指導が不適切な教員の人事管理を厳格化し、教員に対する信頼を確立する仕組

みの構築 
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理して、子どもたちが未来社会を切り拓くための資質・能力を一層確実に育成するこ

となどが示されています。 

□教育内容に関する主な改善事項として、言語能力の確実な育成、情報活用能力の育成、

理数教育の充実、伝統や文化に関する教育の充実、体験活動の充実、外国語教育の充

実、道徳教育の充実が示されています。 

 

④ 社会教育関連三法の改正 

□*教育基本法の改正を受け、社会教育行政の体制の整備を図るため、平成 20（2008）

年には「社会教育法」、「図書館法」及び「博物館法」の一部が改正されました。 

□具体的には、教育委員会の事務として、地域住民等の学習成果を生かした学校・*社会

教育施設等での学習機会の提供、児童生徒に対する放課後・休日に学校等を利用した

学習機会の提供に関する規定を整備しました。また、*社会教育施設の運営状況に関す

る評価及び改善、地域住民等に対する情報提供に努めることとしました。さらに、専

門職員の資質の向上と資格要件の見直しなどが行われました。 

□図書館法や博物館法は令和 4（2022）年度にも改正され、博物館法については、その

目的に文化芸術基本法の観点が加わり、地域の多様な主体との連携・協力による文化

観光など、地域の活力の向上への寄与が努力義務化されることとなりました。 

 

⑤ スポーツ基本法の制定とスポーツ基本計画の策定 

□スポーツ基本法は、平成 23（2011）年にスポーツ振興法を全面改正し、施行されま

した。 

□また、「スポーツ基本法」の基本理念を具体化するため、令和 4（2022）年に第３期

「スポーツ基本計画」が策定され、「スポーツの振興を通じた子どもの体力の向上」や

「*生涯スポーツ社会の実現に向けた、地域におけるスポーツ環境の整備充実」などが

掲げられています。 

 

⑥ 文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正す

る法律等 

□平成 30（2018）年に文化財保護法及び地方教育行政の組織及び運営に関する法律の

一部が改正され、平成 31（2019）年 4 月 1 日から施行されました。 

□過疎化・少子高齢化などを背景に、文化財の滅失や散逸等の防止が緊急の課題であり、

未指定を含めた文化財をまちづくりに活かしつつ、地域社会総がかりで、その継承に

取り組んでいくことのできる体制づくりを整備するため、地域における文化財の計画
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的な保存・活用の促進や、地方文化財保護行政の推進力の強化を図るものです。 

 

⑦ 国の第４期教育振興基本計画 

□令和 5（2023）年６月、国は令和 9（2027）年度までを計画期間とする第 4 期教

育振興基本計画を閣議決定しました。*教育基本法を普遍的な使命としつつ、新たな時

代の要請を取り入れていく「不易流行」の考え方を基調とするとともに、将来の予測

が困難な時代において教育政策の進むべき方向性を示す「羅針盤」として、教育振興

基本計画を定義づけています。 

 

❖総括的な基本方針・コンセプト 

 

 

 

❖基本的な方針 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ その他、関連する法案、取組等 

□平成 24（2012）年 8 月、就学前の子どもに対する教育の視点が盛り込まれた「子

ども・子育て関連３法」が整備されました。「子ども・子育て支援法」、「認定こども園

法の一部改正」、「子ども・子育て支援法及び認定こども園法の一部改正法の施行に伴

う関係法律の整備等に関する法律」の３法で、幼児期の学校教育・保育、地域の子ど

も・子育て支援を総合的に推進することとしています。 

 

□学校のいじめ問題が深刻化する中、平成 25（2013）年に「いじめ防止対策推進法」

が制定され、平成 29（2017）年に、「いじめの防止等のための基本的な方針」の改

定及び「いじめの重大事態の調査に関するガイドライン」の策定が行われました。 

 

 

（１）2040 年以降の社会を見据えた持続可能な社会の創り手の育成 

（２）日本社会に根差した*ウェルビーイングの向上 

① *グローバル化する社会の持続的な発展に向けて学び続ける人材の育成 

② 誰一人取り残されず、全ての人の可能性を引き出す共生社会の実現に向けた

教育の推進 

③ 地域や家庭で共に学び支え合う社会の実現に向けた教育の推進 

④ 教育*デジタルトランスフォーメーション（DX）の推進 

⑤ 計画の実効性確保のための基盤整備・対話 
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□子どもの権利を包括的に保障するとともに、全ての子どもや若者が将来にわたって幸

せな生活ができる社会を実現するため、「*こども基本法」が令和 5 年（2023 年）4

月施行に施行されるとともに、こども家庭庁が創設されました。また、同年 12 月に

は「*こども大綱」も示されています。国や都道府県、市区町村は、基本法の内容にそ

って「*こども施策」を行うこととしています。 

 

（２） 県の動向 

□石川県・石川県教育委員会は、平成 23（2011）年に教育の総合的な指針である「石

川の教育振興基本計画」を策定し、子どもたちの*確かな学力の育成、県民の生涯にわ

たる「学び」や、ライフステージに応じたスポーツ活動の充実により、未来を切り拓こ

うとする気概あふれる積極果敢な人づくりに取り組んできました。 

令和 3（2021）年 3 月には、新型コロナウイルスの感染拡大のほか*ＡＩや*ＩoＴと

いっためざましい技術革新等による社会の変革を踏まえ、「第３期石川の教育振興基本

計画」を策定しています。 

 

❖第 3期 石川の教育振興基本計画における「基本理念」及び「めざす人間像」、「基本目標」 

❖基本理念 

 

 

 

 

 

 

 

❖めざす人間像 

 

 

 

 

 

  

「未来を拓く心豊かな人づくり」 

 生涯にわたる学習やスポーツ活動により、心身ともに健やかで、心豊かな人づ

くりをめざすとともに、一人一人の個性や適性に応じたきめ細かな教育を推し進

め、基礎的・基本的な知識・技能はもとより、自ら学び、課題を見付け、解決でき

る力を身に付けた、未来を切り拓こうとする気概あふれる積極果敢な人づくりを

めざします。 

 ふるさとに誇りを持ち、広い視野に立って社会に貢献する人間 

 生涯学び続ける意欲に満ち、*確かな学力を身に付け、個性や創造性に富む人

間 

 責任とモラルを重んじ、人を思いやる心豊かな人間 

 健康や体力の増進に努める、活力ある人間 
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  ❖基本目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

１ いしかわに誇りと愛着を持ち、世界と地域に貢献する人材を育成します 

２ 学力を高め、社会の変化に対応できる資質・能力を育成します 

３ 豊かな心と健やかな体を備えたしなやかでたくましい人づくりを推進します 

４ 信頼される質の高い学校づくりを推進します 

５ 高等教育機関の集積を活かした「学都石川」の魅力向上を推進します 

６ 社会全体で家庭や地域の教育力の向上を推進します 

７ 生涯にわたり学び続ける環境づくりを推進します 

８ ライフステージに応じたスポーツ活動を充実します 
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第２章 白山市の教育の現状 

１ 白山市の地域特性 
 

（１） 市の成り立ち 

□本市は、平成 17（2005）年２月 1 日、８市町村（松任市、美川町、鶴来町、河内

村、吉野谷村、鳥越村、尾口村、白峰村）の広域合併により、県内最大の面積を有する

人口約 11 万人のまちとして誕生しました。 

□その範囲は、日本三名山の一つである霊峰白山から手取川扇状地を経て日本海に至り、

山間部から海岸部までおよそ 2,700ｍの標高差があります。県内最大の流域を誇る一

級河川手取川、白砂青松の日本海など、山・川・海の豊かな自然に恵まれた地域であ

り、白山国立公園をはじめとして、白山ユネスコエコパーク、白山手取川ユネスコ世

界ジオパーク、*SDGｓ未来都市に認定されるという、日本屈指の「豊かな自然と人と

が関わる」自治体と言えます。 

 
（２） まちの歴史・文化・自然 

□市域の広大な白山市では、風土も多様性に富み、それぞれの地域に固有の歴史があり

ます。松任は穀倉地帯の中心地として城下町から発展し、やがて物資集散地として発

達、染物業や絞油業も盛んな宿場町でした。美川は古代から水陸交通の要地とされ、

江戸時代には北前船の寄港地として栄えました。神社の門前町として鎌倉時代からそ

の名がある鶴来は、山ろくと平野の人と物をつなぐまちとして重要な役割を果たして

きました。一向一揆の歴史で知られる白山ろく地域は、江戸時代には加賀藩領と幕府

直轄地（天領）に分かれて歩んだ経緯があります。 

□このような歴史的背景をもとに、地域の先人たちは生活を営み、その所産として、多様

な文化が育まれました。これら地域の豊かな自然や言葉、祭りや行事、歴史的な町並

みや景観、地域に根ざした文化芸術活動等は、それ自体が独自の価値を持つだけでな

く、住民の地域への誇りや愛着を深め、住民共通のよりどころとなり、地域社会の連

帯感を強めることにもつながることから、地域づくりを進めるうえで重要な役割を有

するものです。 
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（３） 白山手取川ユネスコ世界ジオパーク 

□平成 23（2011）年９月、地球科学的に貴重な地質・地形を有するとして、白山市全

域を範囲とする「白山手取川ジオパーク」が日本ジオパークに認定されました。本市

では、世界でも有数の豪雪地・白山に端を発し、手取川、日本海へとつながる水循環の

サイクル「水の旅」と過去から続く侵食・運搬・堆積の作用「石の旅」により、多種多

様な自然環境、伝統文化が育まれています。 

さらに、白峰地域と尾口・吉野谷・鳥越地域の一部は、自然と人間社会の共生を目的と

して取り組む、４県７市町を範囲とする白山ユネスコエコパーク登録地にもなってい

ます。 

□令和 5（2023）年 5 月には、桑島化石壁や手取川扇状地をはじめとして地質的・地

形的価値を有することや、関連するその他の自然資源及び歴史・文化などを含めて、

それらを活用した教育及びツーリズムの継続した取組などが高い評価を受け、日本で

10 か所目となるユネスコ世界ジオパークに認定されました。ユネスコ世界ジオパー

クは、主に保護を目的とする世界遺産とは異なり、地域資源を利用した教育やジオツ

ーリズムなどの活動により地域が活性化し、地域経済が発展することで、地質遺産の

みならず自然環境・伝統文化などの保護や保全につながることが期待されており、本

市としても地質遺産等を用いた教育活動の普及・発展にこれまで以上に取り組んでい

くこととしています。 
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（４） 人口 

□白山市の人口は、ほぼ横ばいで推移していますが、令和 2（2020）年以降微減してお

り、令和 6（2024）年４月末時点で 112,527 人となっています。 

□年齢別人口では、年少人口がほぼ一貫して減少傾向にあり、総人口に占める比率が平

成 18（2006）年の 15.2％から 13.0％にまで低下する一方で、老年人口の比率は

18.3％から 28.8％に上昇しており、本市においても少子・高齢化が進んでいます。 

□１世帯当たり人口も一貫して減少傾向にあり、令和 6（2024）年４月末時点で 2.4

人と、少子化や核家族化、単独世帯の増加が進んでいると思われます。 

 

❖年齢別人口（年齢 3区分） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

❖１世帯当たり人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（各年４月末現在）   
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２ 学校教育 
 
（１） 概要 
□市内の市立小中学校は、令和６（2024）年５月１日現在、小学校 19 校、中学校９校

で、合計 28 校が設置されており、うち１校は小中学校併設校となっています。 

□令和６（2024）年 5 月 1 日現在の小学校の児童数は 6,092 人、中学校の生徒数は

3,062 人となっています。 

□５年間の児童生徒数の推移は、少子化も影響し、微減傾向となっています。 

 

❖小学校児童数・中学校生徒数の推移          （資料：各年５月１日現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
（２） 感性を豊かにする教育 
□学校教育基本方針「感性を豊かにする教育」のもと、白山市教育委員会としての具体

的な指導の重点を市内小中学校に提示し、共通理解を図っています。 

□白山手取川ユネスコ世界ジオパークに関する学習を教育課程に位置付け、理解を深め

る授業づくりや体験活動を推進するとともに、「*確かな学力・豊かな心・健やかな体の

育成」、「地域に根ざした特色ある学校の創造」、「安全・安心な教育環境の整備」等に

取り組んでいます。 
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（３） 学力向上 

 ① 「*子供主体の授業」の推進 

□子どもたちが、自分たちの力で必要な資質・能力を身に付けていけるよう、小・中学校

ともに「*子供主体の授業」の実現に向けた取組を進めています。具体的には、個別最

適な学びと協働的な学びの一体的な充実に向けた校内研究や授業デザイン作成、学習

における*ＩＣＴの効果的な活用、一人ひとりの子どもが自らの課題を大切にする探究

的な学習などです。 

 

 ② 学力状況（*全国学力・学習状況調査より） 

□*全国学力・学習状況調査の結果等を分析し、学力向上プランの作成と授業での実践を

進めてきました。授業で効果的／不十分だった学習指導を明確にし、各種研修を通し

て指導法を学び、学校全体で行う共通実践を決めるなど、組織的に学力向上に向けて

取り組んでいます。令和６（2024）年度における市内小中学校の学力状況は、国語、

算数・数学で、概ね全国平均を上回る結果となっています。 

 

③ 児童生徒の主体的な取組状況（*全国学力・学習状況調査より） 

□「自分にはよいところがあると感じている」児童生徒の割合は、小学６年生では全国平

均・県平均を下回っています。中学３年生では、全国平均・県平均を上回る結果です。 

□「将来の夢や目標を持っている」児童生徒の割合は、小学６年生では全国平均・県平均

を下回っています。中学３年生では、全国平均を下回り、県平均を上回る結果です。 

□「課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいる」児童生徒の割合は、小

学６年生・中学３年生ともに全国平均を上回り、県平均を下回る結果です。 

□「友達と話し合い、自分の考えを深めたり、新たな考え方に気づいたりする」児童生徒

の割合は、小学６年生では全国平均を上回り、県平均を下回る結果です。中学３年生

では、全国平均・県平均を下回る結果です。 

□「平日、学校以外で１時間以上学習している」児童生徒の割合は、小学６年生では、全

国平均・県平均を上回っています。中学３年生では、全国平均・県平均を下回る結果で

す。 

□「地域や社会をよくするために何かしてみたいと思う」児童生徒の割合は、小学６年生

では、全国平均・県平均を上回る結果です。中学３年生では、全国平均を上回り、県平

均を下回る結果です。 
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□「自分にはよいところがあると感じて

いる」児童生徒の割合 

❖令和６（2024）年度 児童生徒の主体的な取組状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：*全国学力・学習状況調査（令和６(2024)年度） 

  

□「将来の夢や目標を持っている」児童

生徒の割合 

□「地域や社会をよくするために何かし

てみたいと思う」児童生徒の割合 
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□「平日、学校以外で１時間以上学習し
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ら取り組んでいる」児童生徒の割合 
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（４） 健やかな体 

□令和５（2023）年度の*体力・運動能力調査結果でみると、８種目のうち、小学５年

生の男子では「握力」「上体おこし」、女子では「上体おこし」「50m 走」「立ち幅とび」

「ソフトボール投げ」が全国平均、県平均を上回っています。 

□中学２年生の男子では「20ｍシャトルラン」「50ｍ走」「ハンドボール投げ」、女子で

は８種目全てが、全国平均、県平均を上回っています。 

□各学校において、*体力・運動能力調査の結果を踏まえ、児童生徒の体力向上に向けて

学校全体で目標達成に向けたプランを実践しています。（体力アップ 1 校 1 プラン） 

 

（５） いじめ・不登校 
□いじめや不登校を早期発見、早期対応できるように、いじめ等を見抜く教職員の力量

を高めるとともに、いじめアンケートを実施し、児童生徒の声に耳を傾けています。 

□いじめの未然防止や学校の対応力向上のために、警察や福祉の関係機関による教職員

対象の研修を行っています。また、問題行動解決のため、関係機関との連携の強化に努

めています。 

□不登校の児童生徒については、一人ひとりに寄り添った支援の充実や学びの保障を図

るため、学校や関係機関での取組を進めています。学校の取組として主に中学校にス

テップ教室を設置し、教室登校が困難な児童生徒に対し、個に応じた学習活動を進め

ています。また、関係機関の取組として、教育センターの「*ふれあい教室」では、学

校に登校できない児童生徒に対して、心の安定を図り、再登校や社会的自立につなげ

る活動を行っています。さらに、児童生徒の置かれた環境への働きかけとして、*スク

ールソーシャルワーカーとも連携し、改善に向けた支援を行っています。 
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（６） *特別支援教育 

□白山市立小・中学校では、子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた指導・支援の充実

に努めています。校内支援体制の充実や関係機関との連携を図るとともに、通常の学

級や*通級による指導、*特別支援学級といった学びの場の環境整備を行っています。通

常の学級に在籍しながら*通級による指導を受けている児童生徒、*特別支援学級に在籍

している児童生徒の数は、増加傾向にあります。 

 

❖通級指導教室、*特別支援学級等の推移 
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（７） *ＧＩＧＡスクール構想の実現 

□白山市では、国の*ＧＩＧＡスクール構想に沿って、令和２（2020）年度に市内小中

学校内にネットワーク環境を整備し、全校において児童生徒１人１台のタブレット端

末を配備しました。 

□１人１台タブレット端末の利活用を促進し、主体的・協働的な学びの充実のため、安定

したネットワーク整備やタブレット端末の更新といった*ＩＣＴ環境の整備に取り組

みます。 

 
（８） *コミュニティスクール 

□子どもたちの成長を学校と地域とが一体となって支えていくため、市立小中学校にお

いて*学校運営協議会を設置しました。令和６（2024）年度からは全校で*コミュニテ

ィスクールがスタートし、全ての学校が、地域とともに、より開かれた学校運営に取

り組んでいます。 

□白山市の特色として、各校の*学校運営協議会の中にコーディネーターを配置すること

ができるため、コーディネーターに学校と地域との連携の橋渡し役を担っていただく

ことで、地域の方々に学校の運営や行事により参画いただけるようになります。 

 
（９） 外国語教育・国際理解教育等 

□異なる文化の人々と積極的にコミュニケーションをとることができる児童生徒を育て

るため、小学校３年生から中学校３年生までの全ての英語授業に*外国語指導助手等

（ＡＬＴ／ＥＩ）を配置しています。また、必要に応じて、各小中学校が*外国語指導

助手等を要請できる仕組みを整備しています。 

□外国人児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒が円滑に学校生活に適応できるよう、*

子ども日本語サポーターを学校に派遣し、日本語初期指導等を目的とした支援を行っ

ています。 

 

（10） 教職員の働き方改革 

□教職員の多忙な状況を改善するとともに、いわゆる「過労死ライン」とされる月８０時

間を超える時間外勤務を行わなくて済むよう、月平均 45 時間・年間 360 時間以下を

めざし、「教職員の健康を保ち、子どもによりよい教育を行うための多忙化改善取組方

針」に沿って働き方を見直していくことで、教職員の心身の健康を保ち、子どもたち

と真摯に向き合えることを大切にしています。  
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（11） 学校給食 

□白山市では、児童生徒の心身の健全な発達を促し、望ましい食習慣を育てるため、市内

小中学校 28 校のうち、24 校が自校調理方式（*親子方式１校を含む）、４校が*共同調

理方式で完全給食を実施しています。 

□また、地元産良質米をはじめ、地元産食材の使用や特別栽培米の提供に積極的に取り

組んでいます。 

 
（12） 教育センター 

□白山市では、地域の教育力の充実・振興と教育関係職員の研修のために、教育センター

を設置しています。また、学校に登校することができない子どもたちを学校復帰につ

なげ、さらには社会的自立に向けて支援する「*ふれあい教室」の運営、不登校やいじ

め等に関わる教育相談も実施しています。 

 

（13） 教育施設の整備 

□白山市の学校施設は、昭和 46（1971）年以前に建設された校舎は改築工事による建

て替えを、昭和 47（1972）年から昭和 56（1981）年までに建設された校舎は大

規模改修と耐震補強工事等を行っています。 

老朽化が進んでいる学校についても、大規模改修工事等を計画的に実施し、学校施設の

*長寿命化・エアコン及びエレベーターの設置などに取り組んでいます。 

□本市の学校施設の耐震化は、平成 28（2016）年度までに完了しています。また、令

和３（2021）年度までに全ての普通教室及び特別教室にエアコンを設置済です。 

 

（14） 学校図書館支援センター、学校図書館 

□白山市では、学校図書館と市立図書館が連携し、児童生徒の読書活動の推進を図るた

め、その拠点となる「学校図書館支援センター」を平成 19（2007）年に設置しまし

た。支援センターでは、図書配送システムによる学校図書館と市立図書館のネットワ

ーク化、及び学校図書館司書と市立図書館司書による情報の収集・発信などにより、

相互の活性化を図っています。 

□児童生徒の読書環境の充実を図るために、平成 9（1997）年に旧松任市で学校図書

館司書の小中学校配置をスタートし、平成 17（2005）年に白山市内の全小中学校に

学校図書館司書を配置しました。 

□令和 5（2023）年における本市の小中学生一人あたりの貸出冊数は、小学生が 138

冊・中学生が 35 冊で、全国平均の約 3 倍となっています。  
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❖市立図書館から学校図書館への貸出等 
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３ 生涯学習 
 
（１） 概要 
□白山市では、情操豊かな人間性と生活の質的向上をめざし、白山手取川ユネスコ世界

ジオパークの多様な自然資源や文化資源の活用、生涯学習施設の活用、対象に応じた

学習内容の充実、地域の団体・ボランティア活動などを通じ、生涯学習活動を推進して

います。 

□今後もさらに複雑多様化、高度化する市民ニーズに対応し、生涯にわたる学習機会と

的確な学習情報の提供や内容の充実を図るとともに、市民の学習意欲の向上をめざし

ます。 

 
（２） 生涯学習推進活動 

□白山手取川ユネスコ世界ジオパークにおける教育活動を推進し、豊かな自然の中での

体験活動や多様な文化・歴史を再認識する学習等、多彩な学習事業を幅広い年代層に

合わせて展開します。 

 
（３） 地域コミュニティ組織（コミュニティセンター）  
□市民と市の協働による住みよい地域づくりの構築に向け、地区運営及び地域的な課題

に主体的かつ総合的に取り組むとともに、住民の教養及び地域防災力の向上並びに健

康の増進を図り、生活文化の振興及び社会福祉の増進に寄与するため、市内全２８地

区において地域コミュニティ組織を設立しました。令和６（2024）年度から、「公民

館」における生涯学習や社会教育は、住民が主体となった活動を一層進めるため、地域

コミュニティ組織が引き継いで地域づくり活動と一体的に取り組むとともに、「公民館」

は、より地域住民のニーズに応じた活動ができるようコミュニティセンターに移行し

ました。 

□これまで「公民館」で行われてきた「学級・講座・教室」、「世代間交流事業」、「公民館

活性化事業」等は、「一般事業」、「住民交流事業」、「地域力向上事業」等として地域コ

ミュニティ組織が引き継ぎ、様々な取組が行われます。 

 コミュニティセンターのセンター長、主任及び事務員は、地域コミュニティ組織の常

設事務局を担い、地域の生涯学習をコーディネートします。 

□市内で行われている「一般事業」では、地区住民を対象に、健康管理や環境問題、情報

化時代への対応策、さらには*ジオパークに関する学習など、幅広く事業展開していま

す。 

□「住民交流事業」では、三世代の交流等、世代を超えた人たちが交流できる事業を実施
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し、交流することにより、伝統文化の継承や教養の向上に取り組んでいます。 

□「地域力向上事業」では、地域コミュニティ組織の多岐にわたる活動のなかから、地域

コミュニティの育成と地域の活性化を図るため、魅力ある地域づくりをめざした活動

を、年間を通して継続的に取り組んでいます。 

□このほか、地域住民の連携を高める「社会体育大会」や地域ごとに実施される「文化

祭」を継続した事業として行っています。 

 
❖公民館から地域コミュニティ組織及びコミュニティセンターへの移行イメージ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４） 生涯学習施設等 

□松任学習センターは図書館を核とした、児童館、コンサートホール、ライブシアター等

からなる複合施設です。 

□集団宿泊研修を通じて市民交流及び生涯学習活動の場を提供する施設として、松任青

少年宿泊研修センターと吉野谷セミナーハウスがあります。 

 

❖松任学習センターの利用者数推移 
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（５） 市立図書館 

□白山市の市立図書館は、松任図書館、美川図書館、鶴来図書館・同本町分館、かわち図

書館の４館１分館で、地域再生を支援する「地域の知の拠点」として市民の多様なニ

ーズを受け入れ、きめ細かなサービスを実施するなど、市民に親しまれ役立つ図書館

をめざしています。 

□平成 20（2008）年２月に統合した「図書館情報システム」により、市立図書館全館

で、所蔵する図書の一括管理を行うことで図書の有効活用と業務の効率化を図ってい

ます。令和６（2024）年９月には、学校図書館システムとも統合することで、本市の

図書館ネットワークのさらなる機能強化を図りました。また、市外の公立図書館との

図書の相互貸借による利便性の向上や各種事業により読書活動の推進を図っています。 

□移動図書館「のびのび号」は、図書館を利用しにくい地域の利便性の向上のため、平成

18（2006）年７月から運行し、現在、市内４コース、1６ステーションを巡回して

います。 

 

❖市立図書館の利用状況推移 
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４ 青少年教育 
 
（１） 概要 

□子どもたちが心豊かにたくましく成長するためには、家庭・学校・地域等がより綿密に

連携し、協力して子どもの権利を尊重し、積極的に支援することが大切です。 

□白山市では、全ての子どもの幸せと心身ともに健やかな成長を願い、全ての子どもが

幸福に暮らせるまちづくりを進めることを目的として、平成 19（2007）年に「白山

市子どもの権利に関する条例」を制定し啓発・推進に努めています。 

 

（２） 「子どもの権利に関する条例」の啓発・推進と子どもの権利保障 

□条例を実効性の高いものとするため、子どもの権利委員会を組織し、行動計画を定め、

「白山市子ども会議」を開催するとともに、「子ども総合相談室」を設置し、子どもの

権利保障のための相談を受けています。また、令和 6（2024）年 4 月から、子ども

に関わる全ての部署がこども家庭センター機能を持ち、福祉と教育の連携を図ること

で相談機能を充実させ、子どもの権利保障を推進しています。 

  

❖虐待相談件数及び相談者数の推移 
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ます。 

  

580 

736 

874 

1,124 

0

200

400

600

800

1,000

1,200

R２

2020

R３

2021

R４

2022

R５

2023

（件） 虐待相談のべ件数

35

17

65

82

65
74

56 60

11
5

30
42

111

96

151

184

0

50

100

150

200

R２

2020

R３

2021

R４

2022

R５

2023

（人） のべ相談者数

小学生 中学生 高校生以上 合計



24 

  

５ 文化振興 
 
（１） 概要 

□白山市では、平成 20（2008）年３月に「文化創生都市 白山」を宣言し、文化意識

の醸成と、文化を基調とした輝きを生み出すまちづくりを推進しています。 

 
（２） 地域文化の振興 

□本市の文化の振興に関する基本理念を定め、心豊かで潤いのある市民生活及び活力の

ある社会の実現に寄与することを目的として、平成 28（2016）年 3 月に「白山市文

化振興条例」を制定しました。この条例を機に、地域文化の振興、活性化をより一層図

るため、新たに文化振興事業助成制度を創設し、地域の文化活動を支援しています。 

□文化振興事業としては、「ガルガンチュア音楽祭 in 白山」、「現代美術展白山展」、「白山

薪能」を実施しています。 

□芸術・文化活動としては、市民音楽祭、芸能祭、文化祭、青少年音楽コンクール等が、

市民参加型の一大行事として定着しています。また、本市の偉大な先達である千代女・

暁烏敏・島田清次郎を顕彰するため、平成 24（2012）年から「白山ふるさと文学賞」

を設けています。さらに、俳句のまちづくりを進めるため、「千代女全国俳句大会」や

「全国少年少女俳句大会」、「千代女・一茶（長野県信濃町）ふるさと交流事業」を実施

しています。 

□文化団体の育成では、白山市文化協会及び加盟文化団体等の活動を支援しています。

白山市文化協会は平成 23（2011）年 11 月に創立され、自主事業を活発に実施する

とともに、青少年の芸術振興を図るため、「はくさん子美術展」等の事業を行っていま

す。 

□文化施設としては、白山市立博物館、松任中川一政記念美術館、松任ふるさと館、千代

女の里俳句館、石川ルーツ交流館、呉竹文庫、鳥越一向一揆歴史館、農村文化伝承館、

白山恐竜パーク白峰、松任安楽庵、市民工房うるわしなどが開設されています。各館

では、企画展、特別展、教育普及事業、調査活動等を実施しています。 
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（３） 文化財の保存と活用 

□地域の先人たちが永い歴史の中で受け継ぎ、創り出してきた文化財の保存・活用を図

るため、文化財調査を実施し、保護が必要な文化財の指定に努めています。その結果、

市内には国・県・市の指定文化財が合計約 400 件あり、県内では群を抜いた多さを誇

っています。 

□指定された文化財は、保存のための修理や整備等を図るとともに、広く市民に普及す

るため公開活用の取組を実施しているほか、学校教育・生涯学習機関とも連携し、講

座活動を充実させ、次代を担う子どもたちのふるさと意識の涵養を図っています。 

□伝統工芸や民俗芸能等の無形の文化財については、後継者の育成を図るとともに、映

像などの記録保存を進め、運営や普及事業に対する助成に努めています。 

□東
とう

大寺領
だいじりょう

横江
よこえの

荘
しょう

遺跡
い せ き

や鳥
とり

越
ごえ

城
じょう

跡
あと

附
つけたり

二曲
ふ と げ

城跡
じょうあと

などに代表される史跡は、市民誰もが

歴史を学び、体感できる場として保存と整備・活用を推進しています。また、豊かな自

然が育んだ巨樹や動植物の生息を大切にし、自然環境の保護に努めています。 

□白峰重要伝統的建造物群保存地区については、伝統的で魅力あるまちなみ景観の形成

に、住民とともに積極的に取り組み、地域の活性化を図っています。 

□指定文化財のほか、発掘調査による埋蔵文化財の記録保存や、化石の調査研究を通じ

て、地域の歴史の究明に努めています。 

 

（４） 文化会館 

□文化会館は、松任文化会館、美川文化会館、鶴来総合文化会館の３館があり、そのうち

松任文化会館は、平成 30（2018）年８月に耐震補強を行いリニューアルしました。 

 

❖各館利用者数の推移 
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６ 社会体育 
 
（１） 概要 

□白山市では、平成 20（2008）年度に 10 年計画となる「白山市スポーツ推進計画」

を策定し、「いつでも、どこでも、だれもが生涯にわたりスポーツに親しめる環境づく

りの推進」を基本理念にスポーツの推進を図ってきました。 

令和５（2023）年度には、平成 30（2018）年度に策定した「第２次白山市スポー

ツ推進計画」の中間見直しを行い、本市の将来像である「健康で笑顔あふれる元気都市 

白山」の実現をめざすための、より実効性の高い計画を推進するため、後期 5 年間の

計画を策定しました。 

□計画については、毎年、白山市スポーツ推進審議会においてスポーツの推進に関する

事項や、進捗状況の確認・評価等を行っています。 

 
（２） スポーツ事業 

□主な事業としては、地域スポーツの推進を目的とした「*うぐいす運動」や「スポーツ・

レクリエーション交流会」、健康・体力づくりを目的とした「健康づくり教室」や「体

力測定」、競技力向上をめざした「各種スポーツ大会」などを実施しています。 

□各種事業を進める中でスポーツ推進委員協議会は、*生涯スポーツの普及や全市的行事

に協力するほか、各地域における体育・スポーツ活動の企画・運営・指導助言を行って

います。（スポーツ推進委員協議会：市内 28 地区コミュニティセンターから 28 人、

教育委員会推薦 28 人、合わせて 56 人のスポーツ推進委員で構成されています。） 

□健康スポーツ事業では、適切な運動プログラム、指導、相談等により、市民の健康づく

り・健康スポーツに取り組んでおり、教室、体力測定、健康づくり運動等を実施してい

ます。教室を修了した方の自主的な活動に対する支援も行っています。 
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第３章 教育目標 

１ 基本理念とめざす姿 
 

 

 

 

 

ふるさと白山に愛着と誇りをもち、持続可能なよりよいまちづくりの

担い手となる、豊かな感性と健やかな体を備えた人材の育成に取り組ん

でまいります。 

 

■*ＳＤＧｓの理念をもとに、将来を見据えた社会の創り手（担い手）の育成をめざ

します。 

■「ふるさと白山」を学ぶことを通して、ふるさとに誇りと愛着を持つ、心豊かで

感性あふれる人の育成をめざします。 

■人と人とのつながりのうえに、様々な学びや経験・体験を通して、「未来を拓く」

人づくりをめざします。 

■地域とともにある特色ある学校づくりを通して、子どもたちを地域ぐるみで育む

体制の構築をめざします。 

■わたしたち一人ひとりが当事者意識を持ち、恵まれた自然や先達が紡いだ歴史と

文化を享受し、活力と思いやりあふれるふるさと白山づくり、絆づくりをめざし

ます。 

■わたしたち一人ひとりが目標や課題を考え、取り組んでいこうと努力する学びの

姿勢を大切にします。 

■多様な個人それぞれが幸せや生きがいを感じるとともに、地域社会そのものが安

全・安心で豊かさを感じられるものとなるよう、市民の*ウェルビーイングの向上

をめざします。 

  

ふるさと白 山 の  未 来 を拓 く  人 づくり 
～ 「感性を育む教育」を基盤として ～ 

基本理念 
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２ *SDGｓの理念と*ウェルビーイングの視点に基づく取組の推進 
 
（１） *SDGｓの理念に沿った取組の推進 
□*SDGｓ（エスデイージーズ）とは、2015 年の国連サミットで採択された国際社会共

通の目標です。2030 年を期限とし、地球環境や気候変動に配慮しつつ、持続可能な

暮らしや社会の実現に、国際社会全体がめざすべき１７の開発目標のことであり、先

進国、途上国、民間企業、NGO、有識者等、全ての関係者の役割を重視し、「誰一人取

り残さない」社会の実現をめざして、広範な課題に総合的に取り組むものです。 

□白山市は、平成３０（2018）年 6 月１日、*SDGs の達成に向けた優れた取組を提案

した自治体の一つとして、「*SDGs 未来都市」に選定されました。 

□教育は１７ある*SDGｓ の目標の 1 つであり、「質の高い教育をみんなに」を掲げ、

「全ての人々への包括的かつ公平な質の高い教育を提供し、生涯学習の機会を促進す

る。」ため、目標達成に向けた各種施策を展開することとしています。 

■このことから、本市の教育分野においても、全ての子どもが、障害や男女の区別な 

く、安全安心な学習環境の下、等しく質の高い教育が受けられ、また、全ての学習 

者が、持続可能な開発促進のための必要な知識及び技能が習得できるなど、教育に関 

わる全ての関係者が、*SDGs の理念に沿った取組を積極的に推進します。 

 

（２） *ウェルビーイングの向上に向けた取組の推進 
□「*ウェルビーイング（Well-being）」とは、身体的・精神的・社会的に良い状態にある

ことをいい、生きがいや人生の意義など将来にわたる持続的な幸福を含むものです。

個人だけでなく、個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良い状態であることを含

む包括的な概念であり、近年、特に先進諸国において、*ウェルビーイングの考え方が

重視され始め、日本でも政策や企業経営への反映が進んでいます。 

□*ウェルビーイングの捉え方は、国や地域の文化的・社会的背景により異なります。我

が国においては、個人が獲得する能力や状態に基づく要素だけでなく、利他性や協働

性、社会貢献意識など、人とのつながり・関係性に基づく要素が重要であると考えら

れており、教育を通じて日本社会に根差した*ウェルビーイングの向上を図っていくこ

とが求められています。 

■このことから、白山市の教育分野においても、多様な個人それぞれが幸せや生きがい

を感じるとともに、地域や社会が幸せや豊かさを感じられることをめざし、子どもの

みならず、保護者や教職員、地域の人々の*ウェルビーイングの向上に向けた取組を積

極的に推進します。 
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３ 基本目標 
 

基本目標１ 
豊かな心と健やかな体を備えた青少年の育成 
子どもを取り巻く環境の変化や社会の多様化に対応すべく、家庭・学校・地域

が連携・協力して、豊かな感性と健康な身体を育むとともに、家庭教育の支援

や子どもの権利の尊重にいっそう取り組んでいきます。 
 

基本目標２ 
*確かな学力と社会の変化に対応できる資質･能力の育成 
変化の激しい社会を生き抜くことができるよう、思考力・判断力・表現力等、

子ども主体による*確かな学力の形成に努めます。  

基本目標３ 
安全・安心な教育環境の整備充実 

子どもが、より安全・安心に学ぶことができるよう、気候変動や社会の変化に

も対応すべく、学校施設の*長寿命化や安全教育を進めるとともに、学びの多様

化、情報化など教育環境の整備充実に取り組みます。 
 

基本目標４ ジオ学習の推進と文化の継承・創造 
「白山手取川ユネスコ世界ジオパーク」の貴重な構成資源である自然・文化・

歴史遺産等を、「＊ジオ・エコ・ヒト」のつながりを維持したまま後世に継承で

きるよう、子どもたちを含め、市民が学びを楽しむことができる環境づくりを

行い、白山市の持続可能な発展に寄与する人材育成に取り組みます。 

 

基本目標５ 地域とともに歩む特色ある学校の創造 

家庭、学校、地域・社会、行政の協働による教育的ニーズに応える支援体制や、

地域で取り組む未来へつながる学校づくり、豊かな自然環境や歴史・文化を生

かした学習など、白山市ならではの地域の持つ教育力の積極的活用を図りま

す。 

 

基本目標６ 生涯にわたり学び続けられる環境づくり 

市民一人ひとりが、自らの成長と自己実現を図り、その成果を生かすことので

きる生涯学習や、スキルアップ等を目的とした学び直しの機会である*リカレン

ト教育など、時期や場所を問わず学びを続けることができる環境づくりに取り

組みます。 

 

基本目標７ 
健康な心身を育むスポーツの推進 

いつでも、どこでも、だれもが生涯にわたりスポーツに親しめる環境づくりを

推進し、スポーツを通して活力ある地域づくりと市民の一体感の醸成、子ども

たちの健全育成を図ります。 
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施策体系 
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４ 基本施策と重点的取組 
 
（１） 基本施策 

1 2 3 4 5 6 7

(1) 情操豊かで互いに思いやる心の育成 ● ● ●

(2) 家庭教育支援の充実 ● ●

(3) 運動に親しみ、心身ともに健全な児童生徒の育成 ● ● ●

(4) 食育の推進 ● ●

(5) いじめ・不登校等への対策 ● ● ●

(6) 将来の夢や目標を育む教育の推進 ● ● ●

(7) 子どもの権利の保障 ● ● ●

(8) 就学支援の充実 ● ●

(9) 幼児教育の充実 ●

(10) 学びを支える学習基盤づくりの充実 ● ●

(11) 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 ●

(12) 個に応じたきめ細かな教育の充実 ●

(13) 外国語教育・国際理解教育等の充実 ● ● ●

(14) 共に学ぶ教育の充実 ● ● ●

(15) 教職員の資質・能力の向上 ● ● ●

(16) 安全教育の推進 ●

(17) 学校図書館教育の充実 ● ● ●

(18) 安全で快適な教育環境の整備 ●

(19) 情報教育の推進 ● ●

(20)
白山手取川ユネスコ世界ジオパーク・白山ユネスコエコパークについ

て理解を深める学習の推進 ● ● ●

(21) 文化・芸術の振興と創生 ● ● ●

(22) 文化財を通じた学びのための整備・保存・活用 ● ● ●

(23) コミュニティスクールの推進 ●

(24) 学校部活動の地域連携と地域展開 ● ● ●

(25) 多様な教育活動の展開 ● ● ● ●

(26) 元気あふれる人・地域づくり ● ● ●

(27) 笑顔かがやく生涯学習の推進 ● ● ●

(28) 市立図書館の充実と機能強化 ● ● ●

(29) 障害者の学びへの支援 ● ●

(30) 生涯スポーツの充実 ● ●

(31) 競技スポーツの振興 ● ●

(32) スポーツ施設の整備・充実 ●

基　本　施　策

基本目標
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（２） 重点的取組 

 
 はくさん３育の推進 

 

次代を担う子どもたちの豊かな感性や健やかな体を育むため、次の３つを「はくさん３

育（さんいく）」として位置づけ、白山市における教育の重点として推進していきます。 

 

■ ジオ育（じおいく） 

 豊かな自然環境や多様な文化を活かした体験活動や遊びを通して、「知る」ことだけ

でなく「感じる」ことの大切さを学びます。地球と人、自然とヒト、人と人がどうつ

ながり関わっていくべきかを考え、行動することをめざします。 

 

■ 食育（しょくいく） 

  食について学び、良好な食事の環境を整えることで、食べることだけでなく食の安全

や自分の健康について興味や関心を持ちます。望ましい生活習慣を維持し、豊かな食

材を育む郷土の自然や人への感謝の気持ちを養います。 

 

■ 読育（よみいく） 

  読書活動を通じて、思考力や表現力とともに豊かな想像力を養い、感性を育みます。

全小中学校に図書館司書を配置するほか、*デジタルアーカイブや電子図書など、バラ

ンスの良い情報技術の活用にもつなげていきます。 

 

 

  

白山手取川ジオパークイメージキャラクター 

「ゆきママとしずくちゃん」 
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５ 家庭、学校、地域・社会・企業、行政の協働 

□家庭は全ての教育の出発点です。子どもたちは、家族とのふれあいを通して、生活習慣

や人に対する信頼感、思いやり、自尊心や自立心などを身につけていきます。 

□そのうえで、本計画の基本理念を実現するためには、家庭、学校、地域・社会・企業、

行政が、それぞれの役割を単独で行うのではなく、協働していくことが不可欠です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

学 校 

家 庭 

⚫ 地域活動や地域の生涯学習

活動への参加促進 

⚫ 学校施設の整備や子どもの

就学支援 

⚫ 学習、スポーツ、文化芸術

活動の環境づくりや維持 

⚫ 市民や地域の主体的な  

学習活動の促進 

⚫ 学習の成果を生かした学校支援 

⚫ 子どもたちの活動拠点で、多様

な学びや体験の場を提供 

⚫ 基本的生活習慣の

定着、社会規範・

ルール等の向上 

⚫ 家庭での学びの時

間の確保を図る 

⚫ より良い教育環境の創設

や維持 

⚫ コミュニティ活動の推進 

⚫ 基本的生活習慣

の定着支援 

⚫ 地域活動や地域等による 

生涯学習活動への協力 

⚫ 連携・協力体制の構築 

⚫ 地域ぐるみの学び

の支援や関係づく

りの促進 

⚫ 子育て、親育ちの

支援 

⚫ 地域活動や地域等の

生涯学習活動への積

極的な参加 

⚫ 生涯学習への協力 

⚫ 家庭内でのふれあいや学び

の機会を積極的につくる 

⚫ 地域等が生涯学習

の場となる 

⚫ 子どもを育む地域

づくりの推進 

⚫ 児童生徒の教育の基

盤づくりを推進 

⚫ 集団生活を通した社

会性・協調性の形成 

行 政 
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第４章 施策の展開 
 

 
 

基本施策 １  情操豊かで互いに思いやる心の育成 

□情操豊かで互いに思いやる心の育成には、様々な年代・立場の人と交流するとともに、

多くの体験・経験を積むことが必要です。 

□心身の発達に伴い、遊び、学び、生活する場が、家庭から学校・地域へと広がっていく

中で、子どもたちが様々な人とかかわりながら社会性を高め、よりよい生活や人間関

係を築こうとする実践的な態度を育みます。 

□白山市は、多様な歴史・文化や豊かな自然などの素晴らしい教育環境に恵まれていま

す。学校では、様々な教科や領域において、そうした教育環境の良さを生かした教育

に取り組んでいきます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 社会性や創造性の育成 

■*コミュニティスクールを活用して家庭、学校、地域等が連携し、大人と子どもがより

かかわりあえるよう、挨拶や家の手伝い、親子の会話、地域の清掃など日常的なふれ

あいの機会の充実をめざします。 

■芸術家や専門家を招き、本物の文化・芸術や地域の伝統に触れたり、白山手取川ユネス

コ世界ジオパークを深く理解したりすることにより、郷土愛をもつ豊かな人間性の育

成を図るとともに、感性を高め豊かな心を育みます。 

■白山ジオ学習を活用し、子どもたちが主体的に学び、ふるさとの良さについて多面的

にとらえることができるようにしていきます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■ *感性のびのび体験推進事業 

 

 

（２） 道徳教育や特別活動等の充実 

■道徳教育は、特別の教科である道徳を要として、道徳教育推進教師を中心とした組織

基本目標 
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的な協力体制を整え、学校の教育活動全体で行います。 

■郷土の偉人、伝統文化、自然等に関する心に響く道徳教材の開発、「私たちの道徳」「い

しかわ版 道徳教材」を有効に活用し、道徳の授業を充実します。 

■道徳便り等による情報の発信や、道徳の授業公開などを行い、学校と家庭とが連携し

ながら道徳教育に取り組めるよう働きかけます。 

■特別活動においては、集団宿泊活動、*職場体験活動、地域の大人や子どもたちとの交

流、ボランティア活動など豊かな感性を育む体験活動を積極的に導入します。また、

白山ジオ学習を軸として、自然体験活動を促進し、生命及び自然を尊重し、環境を保

全する態度の涵養に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■ 積極的な道徳授業の公開 

■ ゲストティーチャー等地域人材の活用 

■ いしかわ道徳教育推進校指定事業 

 
 
（３） 人権教育・人権学習の推進 

■人権が尊重される人間関係づくりに努めます。（互いのよさや可能性を認める仲間） 

■人権が尊重される学習活動づくりに努めます。（一人ひとりが大切にされる授業、よさ

や可能性が発揮できる活動） 

■人権が尊重される環境づくりに努めます。（安心して過ごせる学校、教室） 

■教職員の日々の実践を通じて、人権教育が効果的に行われるよう、研修等を通じて教

職員の人権意識の向上に努めます。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市子どもの権利条例授業資料集の活用 

■各校における人権週間の取組 
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（４） 青少年育成事業の推進 

■心豊かな子どもの育成につなげることをめざし、青少年育成センターや地域団体が中

心となり、関係機関と連携をとりながら、地域の実情に応じた青少年育成のための各

種事業を地域ぐるみで展開します。 

■子どもの望ましい基本的な生活習慣を培い、生活リズムを向上させ、読書や外遊び・ス

ポーツなど様々な活動に取り組むとともに、地域全体で家庭の教育力を支える社会的

機運の醸成を図ります。 

■グッドマナーキャンペーンに参加し、社会全体で青少年の規範意識の向上を図るなど、

心の教育を推進する機運を高めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■立志式事業 

■青少年育成センター管理運営事業 

■少年の主張大会事業 

■生活リズム向上プロジェクト事業 

 
 

 白山ジオ学習とは 

■白山ジオ学習とは、市教育委員会で行う白山手取川ユネスコ世界ジオパークを活用し

た学習活動全般を指します。学校における活動や学校外（社会教育）における活動があ

り、自然のなかでの体験なども含んでいます。 

■次の６つの要点を踏まえた活動を行います。 

⑴ 「水の旅」や「石の旅」に触れた内容になっている。 

⑵ 地域の特色や文化、歴史などの内容を学ぶ内容になっている。 

⑶ 自然と人の生活の関わりが意識された内容になっている。 

⑷ 自然、文化、歴史への関心喚起、学習意欲の向上につながる内容になっている。 

⑸ フィールド学習をはじめとする多様な手法を取り入れている。 

⑹ 学習の蓄積や学習後の活用につながる手立てがある。 
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基本施策 ２  家庭教育支援の充実 

□家庭教育は、全ての教育の出発点であり、子どもの育ちのうえで極めて重要です。一

方、子どもたちを取り巻く家族形態が多様化し、社会環境が著しく変化していく中で、

保護者が子育ての悩みや不安を抱えたまま孤立してしまうこともあります。このよう

な家庭を取り巻く環境の様々な変化に伴い、子どもの育ちのみならず親育ちを支援す

る取組や地域において家庭を支える力が必要となっています。 

□子どもを持つ親を対象に、家庭教育に関する教室・講座や講演会を開催するなど、学習

の機会を提供していきます。 

□豊かな自然を生かした体験活動の充実を図り、心豊かな子どもの育成をめざします。 

□子どもが健やかに成長できるよう、地域ぐるみで生活環境を整えて地域の教育力の向

上を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 家庭教育の充実と地域連携の促進 

■子どもの望ましい生活習慣、家庭学習習慣の確立などについて、啓発や意見交換等を

行い、保護者と連携しながら家庭と学校や保育所等が一体となった教育活動の推進を

働きかけます。 

■基本的な生活習慣、他人に対する思いやり、善悪の判断などの基本的倫理観、自制心や

自立心など、「*生きる力」の基本的な資質や能力等に関する土台は家庭教育を基盤に育

まれるものとの認識に立ち、家庭教育の在り方や家庭教育に関する学習機会の充実に

ついて、学校や PTA 等に対して働きかけていきます。 

■学校や教育委員会等から、広報紙やホームページなどで情報を積極的に発信し、本市

の教育に対する保護者や地域の関心を高めるとともに、信頼関係を構築していきます。 

■地域ぐるみで子どもを育む観点から、子育て世帯と地域住民との関りを大切にし、地

域コミュニティ組織との連携を深めます。また、地域人材を活用しながら、親子のふ

れあいの機会を提供するとともに、あいさつ運動や環境美化、交通安全など、生活と

結びついた子どもの学びを推進します。 

■子育て講座の開催や県事業の活用等によって、学習の機会を提供し、家庭教育の充実

を図ります。 

 

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 

■家庭学習の手引き、お便り・ホームページ等の充実 

■関係機関との連携による家庭教育講座の開催 

■「*生活リズムモンスター攻略ブック」の取組による生活習慣の改善 

 

  



39 

 
 
 

基本施策 ３  運動に親しみ、心身ともに健全な児童生徒の育成 

□生涯にわたって健康・安全に生きていくために必要な身体能力、知識などを身に付け

ることは、子どもたちの心身の健やかな発育・発達にとって非常に大切です。 

□学校における適切な衛生環境を維持しながら、健康診断等を通じて、児童生徒の健康

を保持していくことを基本とし、さらに、感染症のまん延や救急事態をも想定した保

健環境を整備します。 

□家庭・学校・地域等と連携を図りながら、子どもたちの健やかな心と体の育成を推進し

ます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 体育活動の充実 

■基礎的な運動の技能や知識の習得を図るとともに、「*体育や保健の見方・考え方」を基

盤に、自らの課題を見付け、その解決に向かう授業を展開します。 

■*生涯スポーツにつなげる視点を持ち、「する」「みる」「ささえる」という様々な形で運

動や競技に親しむことを大切にした授業を推進します。 

■授業の充実を図るため、県内で活躍するトップスポーツチームと一緒に活動するなど、

地域の人材活用に努めます。 

■学校の特色を生かした体育的行事を計画的に位置づけ、意欲を高める工夫を図り、年

間を通して体力向上に努めます。 

■石川県が実施している「スポチャレいしかわ」への登録を推奨し、様々な種目において

記録更新をめざしながら、運動の楽しさを味わうことにより、体力向上に結びつけま

す。 

■学校体育では、児童生徒の発育段階に応じた基礎的な体力・運動能力の向上や多様な

運動にふれて、その楽しさや喜びを実感することが重要です。そのため、児童生徒が

主体的にスポーツ活動に参加し、その能力が発揮できるよう学校体育の充実を図りま

す。 

■児童生徒の実態や学校の実情に応じた体力向上プラン（体力アップ 1 校 1 プラン）を

各校で作成し実施・継続することによって児童生徒の体力の向上や健康の保持増進に

努めます。 

 

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 
■「スポチャレいしかわ」の年間を通じた取組の推進 

■体力アップ１校１プランの充実に向けた取組の推進 

 
 

 「スポチャレいしかわ」とは 

□「スポチャレいしかわ」は、小学生の運動習慣づくりをめざして、石川県教育委員会が

平成 18（2006）年 6 月から始めた活動です。各学校のクラス単位で４０ｍリレー

や 8 の字とびなど４つの種目にチャレンジし、インターネットを通じて記録の県内ラ

ンキング等を楽しみます。クラスの仲間と一緒に運動する楽しさや運動への動機付け

を図るとともに、目標を達成させる楽しさを味わうことができます。 
 
 
（２） 健康教育の推進 

■学校において学校保健計画、保健室経営計画を作成し、家庭や関係機関との連携を図

りながら児童生徒の基本的な生活習慣を培うとともに、感染症を正しく理解し予防す

るための児童生徒への啓発や、救急時に AED を用いた応急処置を行うための研修の

実施等に努めます。 

■食物アレルギーを持つ児童生徒の安全を保つため、家庭、教職員、専門家等が連携し

て、児童生徒の実態（重症度、除去品目等）を把握し、学校給食における食物アレルギ

ーへの対応に努めます。 

■インターネットの長時間利用がもたらす健康被害や心身への影響等について、理解を

深める学びを進めます。 

■児童生徒が薬物乱用の危険性・有害性について正しく理解し、規範意識の向上を図る

ため、警察や学校薬剤師などを講師として薬物乱用防止教室を開催し、薬物乱用防止

教育を推進します。   
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基本施策 ４  食育の推進 

□食に関する正しい知識と食を選択する力を習得し、健全な食生活を実践する力を育成

するために、児童生徒の発達段階を考慮し、学校教育活動全体を通じて学校における

食育を組織的・計画的に推進します。 

□*ウェルビーイングの根幹ともなる児童生徒の健康な心身の育成を図るため、また、地

元で採れた新鮮な農産品等への関心を深めるため、家庭等においても望ましい食習慣

が維持できるように食育を推進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 食育の推進 

■食に関する指導の全体計画や教科等の年間指導計画に基づいた、学校全体を通した食

に関する指導の充実に取り組み、栄養のバランスや朝食摂取などの食事の重要性、安

全や品質など食品を選択する力、食物や生産者への感謝の心などの育成を図ります。 

■*栄養教諭等が食育の中核となり、これまで以上に地産地消の推進を図るために、*白山

めぐみんジオパーク給食等、地域の食材を生かした特色のある学校給食を実施します。

また、有機栽培米など、食育の環境を促進し、環境保全にもつながるとされるオーガ

ニック給食の提供についても、今後検討します。 

■児童生徒が生涯にわたって健全な心身を培い、豊かな人間性を育むため、体験活動と

連携した食育及び、デジタル化に対応した食育を推進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■地域の食材を使用した食育の生きた教材となる学校給食の推進（*白山めぐみ

んジオパーク給食の実施） 

■学校給食人気レシピ及び地産地消レシピのデジタル配信 

 

  

基本目標 
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基本施策 ５  いじめ・不登校等への対策 

□いじめや不登校を、小さな芽のうちに発見し、早急に対応できるよう、いじめ等を見抜

く教職員の力量を高めるとともに、いじめアンケートの実施方法等をはじめ、様々な

工夫に努めます。 

□近年、生徒指導上の諸問題が多様化・深刻化するなかで、いじめをはじめとする児童生

徒の問題行動の未然防止や早期発見・早期対応が何より大切です。対策の強化や教職

員の指導力、学校の対応力の一層の向上を図るとともに、家庭や福祉・警察等の関係機

関との連携強化に努めます。 

□不登校や不登校傾向にある児童生徒については、*ウェルビーイングの向上に向けて、

一人ひとりに寄り添った支援の充実、学びの保障を図るための体制づくりに努めます。 

□全ての教職員の共通理解のもと、学校全体で取り組む組織的な生徒指導における４つ

の視点（「自己存在感の感受」「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安

全・安心な風土の醸成」）を重視し、これらの問題の早期発見・早期対応に努めます。 

□ＳＮＳ等のインターネットによるいじめは表に出にくく、学校だけで発見することが

難しいため、児童生徒への指導を徹底するとともに、ＰＴＡや保護者と連携した取組

を進め、未然防止に努めます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 校内指導体制の充実 

■校長のリーダーシップのもと、学校の生徒指導の方針・手だてを明確にし、*スクール

カウンセラーや*スクールソーシャルワーカーを活用するなど、全教職員の共通理解と

連携・協力により、一貫性のある校内指導体制を充実させます。 

■いじめ等の問題に対しては、子どもが抱える個々の問題に対する原因や背景を的確に

把握したうえで、適切かつ迅速に対応できる体制を充実させます。 

■不登校やその傾向にある児童生徒に対して、一人ひとりの実態を把握し、個々に応じ

た適切な支援体制を充実させます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■教育相談組織体制づくり研修の実施 

■*スクールカウンセラーによる研修の実施 

基本目標 
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（２） 教育相談の充実 

■*スクールソーシャルワーカーを配置し、学校から依頼があった場合に、家庭環境から

派生する課題解決の支援を行います。 

■児童生徒、保護者及び教職員を対象に臨床心理士による専門的教育相談を行います。 

■学校派遣指導員を中学校に配置し、不登校生徒への支援を積極的に進めます。 

■別室登校支援担当の教員を配置し、不登校の児童生徒への学習支援などを進めます。 

■教員のカウンセリング力を高め、学校の相談機能の向上を図ります。 

■学校に適応できない子どもたちに対して、心の居場所、やすらぎの場所として、学校で

は保健室や相談室などで支援を行います。また、白山市教育センターに「ふれあい教室」

を開設し、個々の*心的エネルギーの回復、人間関係の構築・育成等を図りながら、再

登校や社会的自立に向けての支援を行います。 

■子ども総合相談室は、18 歳までの子どもや保護者等の悩みごと・困りごとの相談に対

応します。また、福祉部署と教育部署とが一元化した相談機関として、令和 6（2024）

年度から、子どもに関する全ての部署がこども家庭センターとして位置付けられたこ

とにより、あらゆる相談に対応する調整役として、総合相談窓口となるよう努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*スクールソーシャルワーカーの配置 

■臨床心理士による教育相談事業 

■学校派遣指導員の配置 

■いじめ対応アドバイザーの派遣事業 

■子ども総合相談室による市内全小中学校への巡回訪問 

 
 
（３） 多様な学びの環境整備 

■学校の中に*ステップ教室などの*サードプレイスを設置し、教室登校が困難な児童生徒

に対し、個に応じた学習活動を進めていきます。 

■教室と*ステップ教室、教室と学校をオンラインでつなぐリモート授業を実施するほか、

*学びの多様化学校の設置を検討するなど、学びの保障に努めます。 

■児童生徒や保護者の心情に寄り添い、学びにつなげるために*スクールカウンセラーを

配置し、相談しやすい環境づくりに努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
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■*ステップ教室の設置 

■リモート授業の実施 

■*スクールカウンセラーの配置 

 

 

（４） 家庭・地域・関係機関との連携の推進 

■白山市こども家庭センター設置により、各部署や関係機関と緊密に連携することで、

情報を共有し多面的な対応策を講じます。 

■関係機関と連携した保護者対象の講座等により、問題行動等の未然防止や早期対応に

関する理解・啓発を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■要保護児童対策地域協議会や学校運営協議会、福祉部門等の関係部署と連携し

た支援 

■民生委員・児童委員に向けた相談窓口の周知 

■保護者や関係者向け子育て講座の開催 

■PTA と連携した非行・被害防止講座の開催 

 

 

 目 標 

■児童生徒が学校を好きと感じる魅力ある学校づくりを推進します。 

 

  

数値目標項目 校種 
令和 6（2024） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

*全国学力・学習状況調査で「学校に

行くのは楽しい」と回答した児童生

徒の割合 

小学校 87.6％ 90％ 

中学校 86.0％ 90％ 

*全国学力・学習状況調査で「自分に

はよいところがある」と回答した児

童生徒の割合 

小学校 83.1％ 90％ 

中学校 84.1％ 90％ 
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基本施策 ６  将来の夢や目標を育む教育の推進 

□近年の産業・経済の構造的な変化や雇用の多様化・流動化等を背景として、子どもたち

の社会的自立、職業的自立に向けた教育が強く求められています。 

□子どもたちが学校や地域において様々な体験活動を積み重ねる中で、望ましい勤労観・

職業観を身に付け、明確な目的意識を持って人生を切り拓いていけるようになること

は*ウェルビーイングの向上にもつながることであり、学校教育において、発達の段階

に応じた*キャリア教育をより一層充実させます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） *キャリア教育の推進 

■学校の特色や教育目標に基づいて、発達の段階に応じた体系的な*キャリア教育を計画

的・組織的に実施し、一人ひとりの社会的・職業的自立に向け、特別活動を要としつ

つ、学校の教育活動全体を通じて*基礎的・汎用的能力や態度を育成します。 

■小学校・中学校を通して「＊キャリア・パスポート」を活用し、家庭、学校及び地域等

における学習や生活の見通しを立て、学んだことを振り返りながら、新たな学習や生

活への意欲につなげたり、将来の生き方を考えたりする活動を行います。 

■身近な地域や白山市、及び地域で働く人々について、社会科や総合的な学習の時間等

で学習します。調べ学習等、様々な学習活動を通して、身のまわりの仕事や環境への

積極的関心を形成するとともに、勤労を重んじる態度を育成します。 

■社会人講話や地域における職場見学、*職場体験活動等の体験活動を充実することによ

り、自分の将来を見つめながら、主体的に集団や社会の中で自己を生かそうとする態

度や能力を育みます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*職場体験活動 

■社会人講話 

 

  

基本目標 
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 目 標 

■*キャリア教育を充実し、将来の夢や目標を持つ児童生徒の増加を図ります。 

  

数値目標項目 校種 
令和 6（2024） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

*全国学力・学習状況調査で「将来の

夢や目標を持っている」と回答した

児童生徒の割合 

小学校 80.1％ 85％ 

中学校 64.5％ 70％ 

*全国学力・学習状況調査で「地域や

社会をよくするために何かしてみた

い」と回答した児童生徒の割合 

小学校 84.5% 90% 

中学校 79.2% 85% 
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基本施策 ７  子どもの権利の保障 

□日本国憲法や児童の権利に関する条約及び*こども基本法の理念に基づき、子どもの権

利の保障を推進します。 

□子どもの権利についての普及啓発に努めるとともに、「白山市子どもの権利に関する行

動計画」に基づく施策を推進します。 

□子どもが自らの意思で生き生きと成長していくことを支援するため、子ども会議の開

催や子どもに関する相談窓口の充実を図ります。 

□児童虐待対策として、家庭、学校、地域、関係機関の連携に努めます。 

□*ヤングケアラーの周知と早期発見に努め、こども家庭センター機能を活かし、関係機

関と連携した支援を行い、子どもの権利を守ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 子ども施策の着実な推進 

■条例を実効性の高いものとして継続させるため、基本目標や重点施策を掲げた「白山

市子どもの権利に関する行動計画」に基づき、子どもに関わる施策の着実な推進に努

めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■子どもの権利に関する啓発・広報事業 

■子どもの意見表明・参加促進事業 

■子どもが相談しやすい環境整備事業 

 
 
（２） 子ども会議の開催 

■子どもが自らの意思や意見を安心して表明でき、社会に参画することができる権利を

保障するため、「白山市子ども会議」を開催し、子どもが社会の一員として表明した意

見が、社会の中で尊重される機会を設けます。 

■子ども会議等の活動の周知に努め、多くの人が子どもの意見や思いへの理解を深める

機会とします。 

■地域ぐるみのまちづくりを進めるにあたり、子どもの意見表明の保障や拡充への支援

基本目標 
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に努めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■子ども会議事業 

 
 
（３） 子どもに関する相談窓口の充実 

■子どもの権利を守るため、あらゆる相談に対応する「子ども総合相談室」の相談体制の

充実に努めます。 

■こども家庭センターの設置による福祉と教育の連携機能を活かし、相談窓口として一

層の周知に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■子どもに関する相談事業 

■電話相談カードの配布 

■児童虐待予防に関する講座の開催 

 

 

 目 標 

■子どもの権利に関する認知度の向上をめざします。 

 

 

 「子どもの権利」とは 

□子どもたちが心身ともに健やかに成長するために欠かせない基本的な権利で、すべて

の子どもが生まれたときからもっているものです。白山市では子どもの権利を「①安

心して生きる権利、②守られる権利、③よりよく育つ権利、④参加する権利」の大きく

４つに分けています。 

□子どもが大人と同じように、ひとりの人間としてもつ様々な権利を認めるとともに、

大人には子どもの権利を守っていく責任があり、子どもも、お互いに自分たちの権利

を大切にしなければなりません。  

数値目標項目 
令和5（2023） 

年度実績 

令和14（2032） 

年度目標 

子どもの権利についての認知度 
（小5）74.1％ 

（中2）81.6％ 

（小5）80.0％ 

（中2）85.0％ 
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基本施策 ８  就学支援の充実 

□経済状況が厳しい中にあって、小中学校の児童生徒で経済的に就学困難な場合、学校

で必要な費用の一部を援助し、義務教育の円滑な実施を図ります。 

□遠距離通学等児童生徒（遠距離通学生徒及び通学困難地児童生徒）の通学に要する経

費の全部または一部を補助し、保護者の経済的な負担の軽減や通学における安全確保

を図ります。 

□成績良好かつ品行方正でありながら学資が十分に確保できない高等学校等の生徒に、

修学に必要な資金（奨学金）を給付して教育の機会均等を図り、有為な人材の育成を

めざします。 

□高等学校等の生徒で、経済的に困難な世帯に修学旅行費用の一部を助成し、修学旅行

が充実したものになるよう支援します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 就学に対する援助 

■小中学校で、経済的に就学困難な児童生徒の保護者に対して学用品費、新入学学用品

費、校外活動費、*学校病の医療費など学校生活に必要な費用の援助を行います。 

■小中学校の*特別支援学級等に在籍する児童生徒の保護者負担を軽減するため、国の制

度に基づき学用品費等の援助を行うなど、障害のある子どもへの支援に努めます。 

■小中学校の学校給食の無償化導入をめざします。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市児童生徒就学援助費交付事業 

■白山市児童生徒特別支援教育就学援助費交付事業 

■白山市立学校給食無償化事業 

 

 
（２） 遠距離通学に対する援助 

■遠距離通学等児童生徒の通学における安全確保を図るため、通学に要する経費の全部

または一部を援助します。 

 

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 
■白山市遠距離通学等児童生徒交通費補助金 

 
 
（３） 中学校卒業後の修学に対する援助 

■教育の機会均等を図るため、本市在住で、成績良好かつ品行方正でありながら学資が

十分に確保できない高等学校等の生徒に対し、修学に必要な資金を援助します。 

■就学機会の確保のため、県立夜間中学における教育活動への支援や広報の充実を推進

します。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■高校生奨学金支給事業 

 

 
（４） 修学旅行に対する援助 

■白山市内在住の高等学校等生徒で、経済的に困難な世帯の生徒であっても充実した修

学旅行になるよう、その費用の一部を援助します。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■白山市高等学校等修学旅行費助成事業 
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基本施策 ９   幼児教育の充実 

□幼児期における教育及び保育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培い、将来的に自己

肯定感をはじめとする*ウェルビーイングの向上へとつながる重要なものです。 

□幼児教育施設では、乳幼児期全体を通して、子どもの発達の特性及び保護者や地域の

実態を踏まえて行うものであることを基本とし、教育内容の充実に取り組むことが求

められています。 

□子どもの発達や学びの連続性及び生活の連続性を踏まえ、幼児教育施設における幼児

教育のさらなる充実と、小学校との連携、家庭への支援、地域とのつながりなどを推

進します。 

□幼児期の教育に関する保護者の理解が一層深まるよう、家庭教育を支援します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 幼児期における教育及び保育の充実 

■「知識及び技能の基礎」、「思考力、判断力、表現力などの基礎」、「学びに向かう力、人

間性など」の資質・能力を、遊びを通して総合的な指導の中で一体的に育めるよう支

援するとともに、子ども一人ひとりの成長や発達に応じた教育内容の充実を図ります。 

■「遊び」を通して「学ぶ」中で育まれた資質・能力を、小学校教育に円滑に接続できる

ように、小学校の教員との意見交換や研修、「*幼児期の終わりまでに育ってほしい姿」

を踏まえた「*架け橋期のカリキュラム」の作成、園児と児童の交流の機会を設けるな

ど、共通理解や情報の共有化を図り、幼・保・小の一層の連携を進めます。 

■県の事業を活用して園内研修を実施するなど、保育職員の資質向上を図ります。 

■地域の子どもと保護者を対象にした施設開放や、福祉施設等の地域の施設や団体との

交流などを通して、子どもの健やかな育成と教育活動の充実に努めます。 

■子育て講座や幼児教育相談等により、幼児期における家庭教育の支援を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■幼保小連携会議や研修の実施 

■いしかわ保育・教育アドバイザー派遣事業の活用 

■関係機関との連携による子育て講座等の開催 
    

基本目標 
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基本施策 10  学びを支える学習基盤づくりの充実 

□円滑な社会生活を営み、互いが信頼し合える人間関係を育むうえで、人々との意思疎通

を図るコミュニケーション能力の育成がますます重要となっています。 

□家庭において、生活習慣や生活環境を整え、子どもが心身ともに健やかな状態を維持

できることは、*確かな学力の育成を進めるための基盤づくりとして大変重要です。 

□白山市においては、子ども一人ひとりに、基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を

図ります。また、「改訂 いしかわ学びの指針 12 か条【学びの 12 か条 ＋
プラス

】（平成 23

（2011）年策定）」に基づき、家庭・地域等とも連携し、学校組織をあげて取組を充

実させます。 
 

石川の子どもの学力を伸ばす  

いしかわ学びの指針 12 か条【学びの１２か条＋
プラス

】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

基本目標 

１ 物事を多様な観点から考察する力の育成 

２ 自ら課題を発見し、主体的・協働的に課題を解決する力の育成 

３ 根拠や筋道を明確に表現する力の育成 

活用力を高める授業づくり 

４ 目的や状況・相手に応じて「聞く」「話す」態度・姿勢の醸成 

５ 目的や条件に応じて「書く」、必要な情報を「読む」態度・姿勢の醸成 

６ よりよい解決に向かうための質の高い学び合いのプロセスの重視 

７ 主体的な問題解決のための効果的な*ＩＣＴ活用の促進 

８ よりよい学習習慣・生活習慣の定着 

９ 家族や地域の人々とのコミュニケーションを促進し、家庭・地域・社会と

結び付いた学びの推進 

学力・学習を支える基盤づくり 

10 学力と指導力を持続的・継続的に高める組織づくりの推進 

11 現状把握に基づき、取組の実施・評価・改善を図る指導体制の確立 

12 保護者・地域との積極的な情報共有・連携の推進 

 

指導改善を進める体制づくり 
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 施策の方向性 

（１） 基礎的・基本的な知識・技能の習得の徹底 

■読み・書き・計算などの基礎的・基本的な知識・技能の習得を図り、授業で身に付けた

知識・技能を生かす場をつくることや家庭学習でふり返ることなどを通して、学習の

基盤を構築します。 

■「書く」ことを推進し、考えを書く、書くことに慣れる、書く技能を身に付けることを

大切にした学習を進めます。 

■「話す」ことでは、児童生徒の発達の段階に応じて、自分の考えを分かりやすく伝えた

り、理由や根拠を明確にして説明したりすることを大切にします。国語科等の各教科

において、知識・技能を活用して要約、説明、論述、討論等の言語力を高める学習を行

うとともに、スピーチや意見交換等の表現活動を充実させていきます。 

■「聞く」ことにおいては、相手の話す内容の中心をとらえる力や、共通点・相違点等を

比べながら聞く力を育みます。児童生徒が互いの考えを聞き合うことで、理解を確か

なものにするだけでなく、学びを深めることにつなげていきます。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市「*子供主体の授業～教師用手引き～」の作成と定着 

■身に付けた知識・技能を授業で生かす場の設定（適用問題・まとめやふり返り

の充実）、授業とつながりのある家庭学習の工夫 

■単元や授業における、「書く」「話す」「聞く」場の設定 

 
 
（２） 学習指導法の工夫改善 

■*確かな学力の育成にあたっては、児童生徒が主体的・対話的で深い学びを実現するた

めの「*子供主体の授業」の充実を図ることで、思考力・判断力・表現力などの資質能

力の育成をめざします。また、*全国学力・学習状況調査などに基づき、児童生徒の学

力や学習状況を把握・分析し、学校での指導や取組の成果と課題を検証するなど、研

究・授業実践・検証・改善を進めます。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■児童生徒が主体的・対話的で深い学びを実現するための「*子供主体の授業」

の充実 

■石川県基礎学力調査・*全国学力・学習状況調査を活用した研究・授業実践・検

証・改善の推進 
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基本施策 11  「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体的な充実 

□*学習指導要領では、「*確かな学力」を育成するために、基礎的・基本的な知識及び技

能を活用して課題を解決するための思考力や判断力、表現力等を育むことが重要とし

ています。そのために、「個別最適な学び」と「協働的な学び」を一体的に充実させた

「主体的・対話的で深い学び」を実現する「*子供主体の授業」の実現を図ります。 

□「*子供主体の授業」の実現に向け、ねらいを明確にし、学習計画や指導方法を工夫す

ることだけでなく、児童生徒が学習形態や活用するツール等を考え選択したり、学び

をふり返って自身の学びを改善したりすることを大切にします。また、教科の特性や

児童生徒の発達の段階を踏まえ、個に応じたきめ細かな指導の充実を図り、児童生徒

の学習意欲の向上と主体的に学習に取り組む態度の育成を図ります。 

□自ら主体的に課題を解決するために必要な知識・技能を、実生活の場面に活用する力

の育成を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 「主体的・対話的で深い学び」を実現する「*子供主体の授業」の推進 

■児童生徒の学ぶ意欲を導き出すために、課題解決に向けての方向性を示した授業づく

りや課題を自分ごととして捉える手立て、教科の本質に関わる楽しさを実感できる工

夫、学びや変容を自覚するふり返りの実施などに取り組みます。 

■児童生徒に「学び方」を習得させるために、各教科の見方・考え方を働かせる働きかけ

や目的に応じた学習方法（学習形態だけでなく、図書や*ＩＣＴ等の学習道具も含む）

の選択、探究的・体験的学習を通した問題解決能力の育成、身に付けた知識・技能をも

とにした表現力の育成に取り組みます。 

■児童生徒への理解に努め、一人ひとりが生かされる学級経営を進めます。また、学習指

導と生徒指導の一体化をめざし、生徒指導における４つの視点（「自己存在感の感受」

「共感的な人間関係の育成」「自己決定の場の提供」「安全・安心な風土の醸成」）を大

切にしていきます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市「*子供主体の授業～教師用手引き～」を活用した授業づくりの推進と、

全ての児童生徒が安心して学び合う学級経営や学級づくり 

基本目標 
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基本施策 12  個に応じたきめ細かな教育の充実 

□幼稚園・保育所（園）・認定こども園などから小学校そして中学校へと、環境の変化に

伴う子どもたちの不適応を解消し、個に応じた指導を推進するため、少人数指導や*テ

ィーム・ティーチングなどのきめ細かな指導が求められています。 

□特異な才能のある児童生徒については、学習や生活上の困難に着目した指導・支援の

必要性が高まっています。 

□児童生徒一人ひとりに、*確かな学力を身に付けるため、*ウェルビーイングの向上にも

つながる個に応じたきめ細かい指導を推進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） きめ細かい指導の充実 

■学級を複数に分け、人数をより少なくして指導する少人数指導や*ティーム・ティーチ

ング指導を推進し、個に応じた指導の充実に努めます。 

■現在、市が独自で行っている小学校１年生の３０人以下学級を当面は継続しつつ、よ

り効果的な支援体制の構築を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■小中学校における*少人数授業の実施 

■少人数学級等の編成 

 
 
（２） サポート体制の拡充 

■児童生徒一人ひとりの学習意欲の向上や、学習習慣、学習内容の定着を図るために、ボ

ランティアや地域との連携を推進します。 

■特異な才能のある児童生徒に対して、支援に関する情報集約や実践事例の蓄積等に取

り組み、その特性を把握する際のサポートや多様な学びの場の充実等を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■教員志望の大学生による学校支援ボランティアの活用 

■特別支援教育ボランティアの活用 

 

基本目標 
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基本施策 13  外国語教育・国際理解教育等の充実 

□*グローバル化が急速に進展する中で、社会情勢の変化に適応する力を培うため、必要

な外国語の情報を聴き取ったり、読み取ったりする能力や、情報を十分吸収できる外

国語能力や、相手の立場を尊重しつつ、多様な人々との対話の中で自分の考えや意思

を的確に表現できる実践的なコミュニケーション能力が求められています。 

□英語は国際的共通語として最も中心的な役割を果たしていることから、英語によるコ

ミュニケーション能力のさらなる育成を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 小・中学校を通じた外国語教育の充実 

■小学校中学年から外国語活動を導入し、音声を中心とした活動を通じて外国語に慣れ

親しみ、総合的・系統的に学びを接続させながら、考えや気持ちを伝え合う言語活動

を通して、コミュニケーションを図ろうとする態度や能力を段階的に育成します。 

■児童生徒が生きた外国語に触れる機会を一層充実するとともに、国際交流と相互理解

の促進につながるよう、*外国語指導助手等（ＡＬＴ／ＥＩ）を各学校に派遣するなど

し、指導体制の充実や指導方法の工夫を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*外国語指導助手等の配置 

■*外国語指導助手等を対象とした研修の実施 

 

 

（２） 国際理解教育等の推進 

■自国のみならず他国の文化や伝統の理解を深め、*多文化共生の意識を高めるとともに、

国際社会で求められる資質・能力を養います。 

■親善友好都市等との文化・芸術、スポーツ、環境等の分野での交流を促進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*青少年ホームステイ交流事業への協力 

基本目標 
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基本施策 14  共に学ぶ教育の充実 

□共に学ぶ教育を充実させるためには、国籍や人種、言語、性差、経済状況、障害のある

なしにかかわらず、全ての子どもたちが、可能な限り同じ場で共に学ぶ*インクルーシ

ブ教育をめざすことが大切であり、子どもたちの*ウェルビーイングを高めることにも

つながります。特別な支援が必要な子どもについては、就学の前後で切れ目なく支援

を行えるよう、組織的に必要な支援の在り方等を検討するとともに、関係機関や地域

と連携を図っています。 

□子ども一人ひとりの自立と社会参加を見据え、教育的ニーズを的確に把握し、個別の

状況に応じた適切な指導及び必要な支援を図る*特別支援教育の理念を実現させてい

くために、白山市の「*個別の教育支援計画」の作成・活用の推進等を通じて、障害の

ある子どもなどが個別の状況に応じた*合理的配慮の提供を受けながら、適切な指導や

必要な支援を受けられる体制づくりを進めています。 

□全ての子どもたちが、地域社会の一員として、生涯にわたって様々な人々と交流し、主

体的に社会参加しながら心豊かに生きていくことができるようにするには、学校の支

援体制のみならず、教育・福祉・保健・医療等の関係機関や地域との連携を推進し、よ

り効果的で実効性のある施策に取り組んでいく必要があります。 

□国の強力な財政支援を要請します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 障害のある子ども一人ひとりの教育的ニーズに応じた適切な指導と 

支援の充実 

■障害の特性や本人の特性を理解し、個別の状況に応じた*合理的配慮の提供に努めます。 

■*特別支援教育コーディネーターを中心とした校内委員会の機能を高め、*個別の教育支

援計画や指導計画等を作成・活用することにより、通常の学級、*通級による指導、*特

別支援学級といった学びの場で教育的ニーズに応じた教育支援の充実を図ります。 

■障害のある児童生徒と障害のない児童生徒の交流及び共同学習の機会の充実に努めま

す。 

■教職員の意識や専門性の向上のため、*インクルーシブ教育や*特別支援教育に関する研

修の確保や充実を図ります。 

基本目標 
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■*特別支援学校・外部の専門機関との連携等により、学校全体としての組織的な取組を

推進します。 

■各学校への特別支援教育支援員（ボランティアを含む）の配置や市の*特別支援教育ア

ドバイザーによる学校訪問での指導助言など、人的支援の充実に努めます。 
 

 

 

 

 

 

（２） *インクルーシブ教育の構築 

■配慮の必要な児童生徒への支援については、*インクルーシブ教育システムの構築に向

けた「*基礎的環境整備」の充実に努めます。 

■日常的に医療的ケアを必要とする児童生徒が、安全に、安心して学校生活を送ること

ができるよう、医療的ケアの実施体制を整えます。 

 

 

 

 

 

（３） 外国人児童生徒等への支援 

■外国人児童生徒や日本語指導が必要な児童生徒が円滑に学校生活に適応できるよう、

白山市国際交流協会との連携により、*子ども日本語サポーターを学校に派遣し、日本

語初期指導を目的とした支援を行うとともに、児童生徒等が持つ文化的な背景への配

慮に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*子ども日本語サポーター派遣事業 

 

  

◆具体的な取組例◆ 
■特別支援教育支援員の配置 

■保育園等と連携した就学支援 

◆具体的な取組例◆ 
■校外活動に係る特別な配慮を要する児童生徒への支援 

■学校看護師配置や看護師等派遣事業の推進 
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基本施策 15  教職員の資質・能力の向上 

□急速に変化する社会の中で、*確かな学力の向上、規範意識の醸成、*キャリア教育の推

進などの教育内容や教育活動の充実が求められるとともに、多様化・複雑化する児童

生徒の問題や保護者への対応など、様々な課題を適切に解決することが学校には求め

られています。 

□教職員には、教職に対する使命感や責任感を持つとともに、新たな学びを展開できる

実践的指導力、専門的知識や地域と連携・協働する力、さらには社会の急速な進展の

中で、知識・技能を絶えず高めようとする姿勢等が求められています。 

□教職員の多忙な現状を踏まえ、教職員の資質能力の向上や子どもたちと向き合う時間

を十分に確保していくよう、働き方の見直しを進めていきます。 

□体罰はあってはならず、教職員は児童生徒への指導に当たり、いかなる場合も決して

体罰によることなく、児童生徒の規範意識や社会性の育成を図るよう、適切に粘り強

い指導をするよう徹底を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 教職員の実践的指導力の向上と組織的な学校経営 

■校内研修で各校の実態に応じた課題解決に取り組むとともに、指導力向上のために、

計画的、継続的な学校研究を行います。 

■*若手教員早期育成プログラムの充実を図り、若手・中堅教職員の力量形成に努めます。 

■校長のリーダーシップの下、学校運営の中核となる各主任等が積極的に役割を果たし、

組織的・機動的な学校運営を行います。 

■*学校評価を効果的に活用し、*ＰＤＣＡサイクルを意識した学校マネジメントの改善を

図っていきます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■ 教職員用の指導の重点の活用 

 
 
（２） 教職員の研修事業 

■教職員の指導力向上をめざし、充実した教職員研修体制を構築します。 

基本目標 



60 

■研修会の精選を図るとともに、今日的な教育課題に関する内容や学校の実情、白山市

における指導の重点に沿った内容を扱うなど、市の研修会の工夫・改善を図ります。 

■教育センターが教職員の研修の場となるよう、機能の充実及び環境の整備を推進しま

す。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市教育センターの研修事業の充実・推進 

 

 

（３） 教職員が本来の業務に専念するための環境づくり（教員の多忙化改善） 

■支援を必要とする子どもに対応する専門スタッフや、教員の業務を支援するスタッフ

等、多様な人材の配置に努め、教職員が子どもに向き合う時間や教職員の学ぶ時間を

確保することを通して、子どもと教職員の*ウェルビーイングの向上に努めます。 

■教職員の勤務時間を適切に把握するとともに、月平均 45 時間・年間 360 時間以下を

めざし、引き続き、時間外在校等時間縮減に向けた意識改革や業務改善に努め、教職

員の心身の健康の保持増進を図ります。 

■学校に期待される教育の質を確実に保証していくために、教職員個人の成長を図るこ

とはもちろん、チームや組織として対応していくマネジメントとして、*チーム担任制

や*共同学校事務室を導入します。 

■白山市に勤めている教職員に対して、感謝やねぎらいを行うと共に、教職員自らが教

職への使命感ややりがいについて再考できる機会を設けます。 

■業務の効率化・適正化に向けて、*ICT 環境の整備や活用により、教育現場における*DX

を始めとする働き方改革を推進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■「教職員の健康を保ち、子供によりよい教育を行うための多忙化改善取組方針」

を毎年更新して示し、校長を中心に学校が保護者や地域等と連携しながら組織

的に取り組む 

■スクールサポートスタッフの配置 

■白山市「*Teachers' Day 」を実施 

■長期休業期間中における年休の取得等を促進 

■校務支援システム・保護者連絡ツール・デジタル採点の活用 
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（４） 教職員の健康の保持増進 

■学校保健安全法に基づく教職員の定期健康診断や*ストレスチェックを行います。 

■産業医等による相談体制の充実を図るとともに、メンタルヘルス研修講座の開催等に

より、教職員の心身の健康の保持・増進に取り組みます。 

■*学校衛生委員会を充実させ、教職員の健康保持等に取り組みつつ、多忙化改善に向け

た取組を推進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*ストレスチェック（７月、１１月）の実施 

■白山市立学校衛生委員会等の設置 

 

 

 目 標 

■教員の多忙化改善により、時間外勤務の軽減を図ります。 

 

 

  

数値目標項目 校種 
令和５（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

時間外勤務時間調査において、学校

毎の平均が 45 時間を超えた月が

5 回以上あった学校数 

小学校 ２校 0 校 

中学校 ７校 ０校 
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基本施策 16  安全教育の推進 

□日常生活で起こる事故の防止、子どもをねらった犯罪被害の未然防止への対応が重要

な課題となっています。安全教育は学校教育の要であり、校長を中心に子どもの安全

を守る体制づくりや取組を一層充実させるとともに、子ども一人ひとりに、安全に行

動できる自己防衛力を育成することが必要です。 

□子どもの交通事故は、飛び出しや安全確認不足がその原因に挙げられます。自分の生

命と安全を守るために、子どもに対するより一層の交通安全対策と交通安全教育の徹

底が求められています。 

□能登半島地震の発生を受け、学校における防災教育の大切さが再確認され、自らの命

を守る安全教育の推進が求められています。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 生活安全教育・交通安全教育の推進 

■日常の安全確保、不審者等の侵入防止、侵入された場合の児童生徒の安全確保などに

ついて、日ごろから対策を検討し、保護者、警察署等の関係機関、地域の関係団体等と

の連携を図ります。 

■学校生活や登下校時、学校行事等において、安全に行動するための適切な態度や行動

がとれる児童生徒を育成する取組を推進します。 

■「白山市交通安全こどもの集い」の開催等により、学校関係者や保護者、児童生徒に対

して、交通安全に対する意識の向上に努めます。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市交通安全協会と連携した「白山市交通安全こどもの集い」の実施 

 
 
（２） 防災教育の推進 

■児童生徒をはじめとする各学校の防災対応能力を高めるため、これまでの避難訓練に

加え、自助・共助を育むための知識・技能を獲得できるよう、さらなる防災教育の推進

に努めます。 

■*学校防災アドバイザーの派遣事業では、避難訓練や防災教育など、学校の実情に応じ

基本目標 
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た学校安全の取組を実施し、改善点の見直しを図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■避難訓練（防災安全・生活安全）の実施 

 

 
（３） 通学路の安全対策 
■*白山市通学路安全プログラムに基づき、学校関係者、道路管理者、警察等の連携体制

を構築し、各種安全対策を効果的に実施することにより、通学路の安全確保を図って

いきます。 

■通学時の児童生徒の目線を重視し、要注意箇所の安全対策に努めます。 

■地域の方々の協力により登下校時の見守り活動を実施します。 

■交通安全のみならず、防犯や災害時の備えなど、総合的な安全確保に努めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■白山市通学路安全推進会議の実施 

■通学路の定期的な合同点検の実施 
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基本施策 17  学校図書館教育の充実 

□生活環境の変化、幼児期からの読書習慣の未形成等により、児童生徒の「読書離れ」が

指摘されていますが、感性を磨き、想像力を豊かにし、言葉を通した表現力や理解力を

高め、人としてよりよく、より豊かに生きていこうとする心情を育むには、読書は欠く

ことのできないものです。読書離れが進む中で、学校図書館には児童生徒の読書活動

の推進において、大きな役割を果たすことが求められています。 

□読書活動を積極的に推進し、児童生徒の読書習慣の確立を図るため、学校図書館など

の学習環境の充実に努めます。 

□学校教育の機能を高め、児童生徒の豊かな感性を育むことを目的に、平成 19（2007）

年に松任図書館内に設置した学校図書館支援センターは、市立図書館と学校図書館及

び学校図書館間の連携の拠点となり、相互の図書館の活性化を図っています。令和６

（2024）年度からは松任図書館から独立した組織となり、その機能を強化して、学校

図書館への支援をより一層充実させています。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 学校図書館の充実 

■全学校に配置している学校図書館司書を活用し、児童生徒・教職員に対する読書相談

や、図書の紹介の作成、各教科における授業での図書資料の活用、蔵書のデータベー

ス化等、学校図書館教育の充実に努めます。 

■より多くの図書資料を子どもたちの読書や調べ活動に提供できるよう、学校図書館支

援センターを中心に、市内全小中学校図書館と公共図書館で構築された、相互に貸借

することができるネットワークの充実を図ります。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■図書館を活用した各教科の授業実践 

 
 
（２） 読書活動の推進 

■「いしかわ学校読書の日」を中心に読み聞かせや*ブックトーク等の工夫した読書指導

を行うことや、定期的な図書館だよりの発行、教科等の学習における積極的な図書館

基本目標 
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の活用等、実態に応じた取組を推進し、児童生徒の読書意欲の向上をめざします。 

 
 
（３） 学校図書館支援センターの利用促進 

■学校図書館支援センターを拠点とする図書配送システムは、市立図書館から各小中学

校への図書の配送及び市内全小中学校の学校図書館間の資料の相互貸借などにより、

相互の図書館の利用促進を図ります。 

■学校図書館支援センターは、学校の授業で使用する資料の貸出、資料相談等の*レファ

レンス対応、「学校図書館支援センターだより」による情報提供、学校訪問や部会研修

などによる学校図書館司書への支援などにより、学校の授業や学校図書館への支援を

行い、子どもの読書活動の推進に寄与します。 

■市立図書館主催の「白山市図書館を使った調べ学習コンクール」や「*ビブリオバトル

中学生大会」の開催を支援し、学校との連携を密にすることで、より円滑な児童生徒

の参加促進に努めます。 

■白山ジオ学習推進のための機能を促進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■学校図書館図書配送システムの運営 

■司書部会の開催 

■学校訪問による連携・支援体制の構築 

■白山市図書館を使った調べ学習コンクールの開催支援 

■*ビブリオバトル中学生大会の開催支援 

 
 

 目 標 

■各教科の授業で児童生徒の学びを支えることや、児童生徒の感性を育む場として、学校

図書館の積極的な活用を図ります。 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14 （2032） 

年度目標 

小学生一人あたりの年間貸出冊数 137.8 冊 150 冊 

中学生一人あたりの年間貸出冊数 34.7 冊 45 冊 
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■学校図書館の充実と児童生徒の読書活動、授業での図書館活用の推進に向け、各校の

課題を把握しながら適切な支援を行います。 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市立図書館から学校図書館への貸出冊数 19,716 冊 20,000 冊 
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基本施策 18  安全で快適な教育環境の整備 

□これまで、安全・快適な学校施設を提供するため、改築、耐震補強や大規模改造に加

え、トイレやエアコンの整備及び施設機器の改修整備などを推進してきました。 

□新しい時代の学びを実現し、*ウェルビーイングや共生社会等を推進するためには、今

後も、安全・安心で質の高い教育環境の確保が重要です。 

□また、学校施設は、地域防災の拠点として災害時の広域避難所に位置付けられており、

地震、風水害など、災害の状況に応じて避難所を開設することになります。 

□教育環境向上と老朽化対策の一体的な整備について、*長寿命化改修等を通じて計画

的・効率的に推進するとともに、近年の気候変動も踏まえ、避難所ともなる学校施設

の機能強化（多目的トイレの整備、空調設置やバリアフリー化等を含む）や、脱炭素化

に向けた環境整備を推進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 学校施設の老朽化対策、バリアフリー化及び機能強化 

■適切な定期点検や維持管理を行い、老朽化した学校施設の改修を計画的かつ効率的に

実施し、*長寿命化を図ります。 

■だれもが使いやすい施設となるよう、学校施設のバリアフリー化を進めます。 

■熱中症対策及び避難施設としての機能強化を図るため、学校体育館への計画的な空調

整備を進めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■定期的な施設点検の実施 

■学校老朽化対策（*長寿命化改修）事業 

■学校体育館への空調整備 

 
 
（２） 安全な教育の場を保障する安全管理の充実 

■教職員全員が危機管理意識を持ち、共通認識のもと、家庭・地域・関係機関等と連携し

ながら、学校の安全管理体制の充実を図ります。 

 

 

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 
■学校安全計画の見直し 

 
 
（３） 環境に配慮した教育設備の充実 

■節水型のトイレや省電力照明の採用など、施設整備の際は環境への配慮をより一層推

進し、脱炭素化に向けた取組を行います。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■長寿命化改修事業等における環境整備 

 
 
（４） 災害対策の強化 

■災害時に学校が避難所となった場合は、避難所の設置・運営について協力します。 

■様々な災害に備えて、それぞれの学校の状況に応じた実効性のある学校防災マニュア

ルに基づき、児童生徒の安全確保に努めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■学校防災マニュアルの見直し 
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基本施策 19  情報教育の推進 

□教科指導における*ＩＣＴ機器の活用やプログラミング教育の実施、児童生徒が情報を

適切に選択し活用していくための情報活用能力の育成、情報モラルに関する教育の充

実に向けた取組の推進が必要です。 

□児童生徒と向き合う時間を確保し、よりよい教育活動を推進していくために、校務*Ｄ

Ｘ化による効率化、学校経営の改善につながる*ＩＣＴ環境の整備が求められています。 

□社会の急速な情報化に伴い、学校教育においても教育の情報化を推進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） *ＩＣＴを活用した授業づくり 

■児童生徒が*ＩＣＴ機器や情報通信ネットワークなどの情報手段に慣れ親しみ、基本的

な操作を身に付け、適切に活用できるようにするための学習活動を充実させるととも

に、*ＩＣＴ機器を効果的に活用した分かりやすい授業・児童生徒同士で学びあえる授

業の展開をめざします。 

■児童生徒が発達の段階に応じて、情報モラルの必要性を理解し、情報に対する責任に

ついて考え、望ましい情報社会をつくろうとする実践的な態度を育成する取組を、学

校と家庭とが連携して推進します。 

■小学校におけるプログラミング教育を含め、学年に応じて身に付けるべき*ＩＣＴ活用

スキルを明確にした「*白山市スキルモデル」に沿った学習活動を推進します。 

■ＧＩＧＡ校内研修推進リーダーを中心に、校内研修の充実に向け、支援していきます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■*ＩＣＴサポート事業 

■「*白山市スキルモデル」に応じた学習活動の実施 

■校内研修の充実 

 

  

基本目標 
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（２） *ＤＸの推進 

■各校における校務の迅速な処理や効率化、適切な情報の管理などに向けて、保護者と

の連絡ツール、各種テストの採点、各種会議の運営方法やその資料の管理、児童生徒の

学籍情報の管理、出欠席などの情報等について、*ＤＸ化を推進します。 

■日々の学習に情報機器を活用する一つとして、デジタルドリルを活用し、児童生徒の

実態に合わせた学習支援をめざします。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■*ＩＣＴサポート事業 

■各種校務支援ソフトウェアや学習支援ソフトウェアの活用 

 
（３） 教育ネットワーク環境の整備 

■*ＧＩＧＡスクール構想により「１人１台タブレット端末」と「学校における高速大容

量の通信ネットワーク」を整備した中で、安定した授業支援の継続や教職員の校務*Ｄ

Ｘ化に向けて、安全性が高く、利便性の良いネットワーク環境の整備を進めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■学校ネットワーク環境整備事業 
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基本施策 20 
 白山手取川ユネスコ世界ジオパーク・白山ユネ
スコエコパークについて理解を深める学習の推進 

□世界に誇れる地域資源をもつ、白山手取川ユネスコ世界ジオパークと白山ユネスコエ

コパークについて学ぶ機会を設けます。 

□白山手取川ユネスコ世界ジオパークの資源を活用した地域学習・体験学習の機会を設

けます。 

□白山ジオ学習を通して、ふるさとに誇りと愛着をもつ人の育成をめざします。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 学校教育における白山ジオ学習の推進 

■他の地域の*ジオパークとの比較や連携など、*ジオパーク・*ユネスコエコパークの学習

を通じて、白山市の地質・地形、動植物、歴史・文化や白山の生態系への理解を総合的

に深めます。 

■白山ろくから平野部まで*ジオパークの各サイトなどをめぐる白山ジオ遠足などの自

然体験・フィールドワーク、出前授業等、白山ジオ学習の機会を確保します。 

■退職教員等からなる*ジオパーク学習支援員や*ジオパークガイドなどの拡大を図り、市

内小中学校の授業をサポートする体制の充実を図ります。 

■各学校の教育課程に白山ジオ学習を適切に組み入れていくことができるよう、支援を

行います。 

■ *ジオパークを活用し、地球的な視野で考えられる持続可能な社会・地域づくりの担い

手を育成する教育（*ESD）を推進します。 

■市内教職員を対象に白山ジオ指導者養成研修を行い、各学校で行われている白山ジオ

学習・白山ジオ合宿の充実を図ります。 

■子どもたちが学習成果を発信・共有する機会を設けます。 

■教育活動で使用できる資料や教材のデータベース化を進めます。 

  

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 
■白山ジオ遠足推進事業の実施 

■白山ジオ学習推進事業の実施 

■白山ジオ合宿推進事業の実施 

■白山ジオ指導者養成研修の実施 

■白山ジオ学習交流会の実施 

 

 

（２） 社会教育における白山ジオ学習の充実 

■地域の学習資源や人材を活用し、学校の教育活動以外の場面においても、子どもから

大人まで年代や学習度合いに応じて、地域に根ざした学習活動を推進します。 

■学習内容は講義形式のものや現地での体験型のものなど多用な手法を取り入れ、地域

への関心を持ちやすい活動をめざします。 

■学んだ内容を生かす機会を設けるなど、学習をサポートする体制を充実させ、さらに

人材を育成し学びの循環を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 

■はくさん学び舎講座の実施 

■*感性のびのびジオ・サタデー、ジオ・クラブの実施 

 

 

（３） 豊かな自然を生かした体験活動事業の充実 

■子どもたちが、豊かな自然を生かした体験活動を通して、忍耐力や自立心、協調性など

豊かな人間性を育むとともに自然環境を深く学ぶために、白山登山をはじめ、白山ジ

オ学習に係る取組を促進します。 

■白山手取川ユネスコ世界ジオパークを通じて、「水と人々の関わり」をテーマとして、

本物にふれる感動を味わい、楽しさを体験することで、子どもたちが豊かな感性を育

み、成長することに寄与します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■野外体験活動指導費用助成事業 

■小中学生白山登山推進事業 

  



73 

 
 
 

基本施策 21  文化・芸術の振興と創生 

□白山市では、文化振興をまちづくりに積極的に活かすため、平成 28（2016）年３月

に制定した「白山市文化振興条例」に基づく市民協働の文化・芸術活動を推進します。 

□ユネスコ世界ジオパーク認定にふさわしい自然・歴史・文化が感じられるまちづくり

をめざします。 

□市民が、優れた文化芸術に接し、鑑賞できる機会の拡充と環境づくりを推進します。 

□白山市文化協会加盟団体の活動や伝統行事の継承など、市民の自主的な文化活動への

支援を積極的に行います。 

□郷土の偉人の顕彰や、白山手取川ユネスコ世界ジオパークの豊かな大地のうえで育ま

れた多様な歴史・文化の発信を推進します。 

□文化・芸術活動の振興のため、文化施設の充実と活性化をめざします。 

□学校教育における部活動の地域展開に伴い、地域の文化団体と児童・生徒の交流・体験

の機会を促進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 優れた芸術鑑賞のための文化事業の実施 

■音楽会や美術展、古典芸能事業など、子どもから大人まで幅広く市民を対象とした優

れた芸術を鑑賞する機会の提供を行います。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山薪能上演事業 

■白山国際太鼓エクスタジア開催補助事業 

■現代美術展白山展開催事業 

■ガルガンチュア音楽祭 in 白山開催事業 

■ライブサーキット開催事業 

■江戸伝統芸能鑑賞会開催事業 

 

  

基本目標 
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 目 標 

■音楽や芸術を鑑賞する機会の充実や市民参加型の施策の展開を図り、来場者の増加を図

ります。 

 

 
（２） 文化芸術団体への活動支援 

■地域の特性を生かした個性的な地域文化を創造するため、白山市文化協会加盟団体や

伝統行事等の保存・育成など、市民の自主的な文化活動への支援を積極的に行います。 

 

◆具体的な取組例◆ 

■市民文化祭・文芸祭開催事業 

■市民芸能祭開催事業 

■市民音楽祭(邦楽・洋楽)開催事業 

■はくさん子美術展開催事業 

■新春干支展開催事業 

■美の祭典開催事業 

■白山市収蔵作品展開催事業 

■青少年音楽コンクール開催補助事業 

■ がんばれ！白山文化祭開催補助事業 

 

 

 目 標 

■白山市文化協会開催事業に関する参加者の増加を図ります。  

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

白山薪能来場者数 

現代美術展白山展来場者数 

ガルガンチュア音楽祭 in 白山来場者数 

 

250 人 

1,730 人 

2,433 人 

 

400 人 

1,900 人 

※1,000 人 

※事業内容の変更あり 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

はくさん子美術展参加者数 234 人 250 人 
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（３） 後世に継承すべき偉人顕彰展示の実施 

■千代女の里俳句館をはじめ、市立博物館、松任中川一政記念美術館などの文化施設で

の紹介や特別展の開催などにより、ふるさとの偉大な先達とふれあう機会をつくり、

後世へ継承することに努めます。 

 

 
（４） 郷土の偉人顕彰事業の実施 

■白山市が生んだ偉大な先達やゆかりの人を顕彰し、文化的伝統の継承発展を図るとと

もに、市民の創作活動を奨励します。 

■俳句のまちづくりを進めるため、千代女全国俳句大会など俳句に関する多彩な事業を

実施します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山ふるさと文学賞 暁烏敏賞 

■白山ふるさと文学賞 白山市ジュニア文芸賞 

 暁烏敏部門・島清部門・千代女部門 

■ライン賞 

■千代女全国俳句大会 

■俳句ポスト事業 

■千代女・一茶（長野県信濃町）ふるさと交流事業 

■中川一政記念絵画公募展 

 

 

 目 標 

■応募作品・催し参加者の増加を図ります。 

 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

暁烏敏賞 応募作品数 

ジュニア文芸賞 応募作品数 

ライン賞 応募作品数 

千代女全国俳句大会 投句数 

俳句ポスト 投句数 

中川一政記念絵画公募展応募作品数 

45 点 

16,299 点 

14 点 

3,610 点 

4,908 点 

820 点 

55 点 

20,000 点 

25 点 

3,800 点 

5,500 点 

900 点 
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（５） 文化施設の充実と活性化 

■文化施設の事業内容を充実した魅力あるものにするため、人材育成に努めるとともに、

市民参加型の事業に取り組みます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■市立博物館展示等事業 

■松任中川一政記念美術館運営事業 

■松任ふるさと館公開、活用事業 

■千代女の里俳句館運営事業 

■石川ルーツ交流館運営事業 

■呉竹文庫運営事業 

■鳥越一向一揆歴史館運営事業 

■農村文化伝承館運営事業 

■白山恐竜パーク白峰運営事業 

■松任安楽庵活用事業 

 

 

 目 標 

■文化施設における年間利用者の増加を図ります。 

 

 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市立博物館 

松任中川一政記念美術館 

松任ふるさと館 

千代女の里俳句館 

石川ルーツ交流館 

呉竹文庫 

鳥越一向一揆歴史館 

農村文化伝承館 

市民工房うるわし 

白山恐竜パーク白峰 

5,848 人 

13,504 人 

8,355 人 

15,144 人 

6,932 人 

1,343 人 

6,550 人 

2,755 人 

96,962 人 

15,912 人 

8,000 人 

18,000 人 

10,000 人 

18,000 人 

12,000 人 

2,500 人 

11,000 人 

4,000 人 

120,000 人 

20,000 人 
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基本施策 22  文化財を通じた学びのための整備・保存・活用 

□有形・無形の文化財を学びに活かすため、地域における文化財の保存・継承を推進しま

す。 

□ユネスコ世界ジオパーク認定で認められた白山市の自然・歴史・文化のブランドを発

信するため、文化財調査を推進し、文化財の指定を進めます。 

□文化財をふるさとの歴史文化を学ぶ重要な教材として、市民に親しんでもらうため、

文化財の公開の機会の拡充を図り、公開施設の整備と活用に努めます。 

□博物館施設や資料館は、文化財等の価値を公開・活用・発信する重要な施設です。これ

らの施設での公開・活用を促進するため、学芸員を配置、育成します。 

□将来の文化財の担い手である子どもたちが、子どもの頃から文化財の持つ価値に触れ、

ふるさとへの誇りと愛着を深めることができるよう、体験型学習などの学びの場の創

出と文化財の魅力の発信強化を図ります。 

□遺跡から出土した重要遺物や博物館収蔵資料の*DX 化を推進し、市民が自由に学習・

知識を得る場所やソフトウェアを整備します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 史跡、天然記念物等の保存整備・活用 

■国指定史跡である鳥越
とりごえ

城跡
じょうあと

、二曲
ふ と げ

城跡
じょうあと

、東
とう

大寺領
だいじりょう

横江
よこえの

荘
しょう

遺跡
い せ き

などは、市民が史跡か

ら、ふるさとの歴史を学ぶことができる貴重な場として保存・整備を推進するととも

に、学習観光拠点としての活用を図ります。 

■国指定天然記念物である御仏
お ぼ

供
け

スギ・太田の大トチノキなどの巨樹や、石川県指定天

然記念物のトミヨ生息地など、市民がふるさとの自然を学び理解を深めることができ

る場として保護再生に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 

■鳥越
とりごえ

城跡
じょうあと

附
つけたり

二曲
ふ と げ

城跡
じょうあと

保存整備事業 

■東
とう

大寺領
だいじりょう

横江
よこえの

荘
しょう

遺跡
い せ き

保存事業 

■御仏
お ぼ

供
け

スギ保存事業 

■太田の大トチノキ保存事業 

 

基本目標 
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■先人たちが残した有形・無形の貴重な文化財を後世に伝えるために保存・普及に取り

組んでいる、文化財所有者や保存会等の活動を適切に支援します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■尾口のでくまわし保存継承補助事業 

■美川のおかえり祭り台車等修繕補助事業 

■かんこ踊保存継承補助事業 

■白峰伝統的建造物群保存地区保存整備事業 

 

 
（２） 文化財調査の推進 

■ユネスコ世界ジオパーク認定で認められた白山市の自然・歴史・文化のブランドを発

信するため、ふるさとを学ぶことができる教材として、未指定の文化財や埋蔵文化財、

化石等の文化財調査を推進するとともに、その結果に基づき文化財指定を進め、保存・

継承のために必要な措置を施します。 

 

◆具体的な取組例◆ 

■手取層
てとりそう

群
ぐん

化石調査事業 

■埋蔵文化財発掘調査事業 

■有形文化財調査事業 

■無形文化財、民俗文化財映像記録事業 

 

 

（３） 文化財公開の機会の拡充と関連施設の整備 

■市民が文化財を通じてふるさとの歴史文化の理解を深めるためにも、文化財公開の機

会の拡充を図り、文化財の公開展示、ガイダンス機能の充実が必要であり、その整備

に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山恐竜パーク白峰管理運営事業（新発見の化石の報道発表） 

■東大寺領横江荘遺跡保存活用計画（令和元（2019）年３月作成） 

■旧山岸家住宅保存整備事業（令和６（2024）年～） 
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（４） 文化財を用いた学習機会の提供 

■市民の歴史文化に対する知的ニーズを満たす出版物の発行や講演会等を企画実施しま

す。また、学校教育・生涯学習機関とも連携し、桑島化石調査隊の化石調査体験などを

通じて子どもたちや市民への教育普及活動の充実に努めます。 

■文化財の持つ潜在的な力を一層引き出し、多くの市民の学びと理解を深めていくため、 

 拠点となる博物館や資料館の*DX 化を促進するとともに、文化財資料の*デジタルアー

カイブ化を行い、市民が自由に学習・知識を得る場所やソフトウェアを整備します。 

■文化財の価値や知識を市民に伝えるため、学芸員等による学習の機会を設け発信しま

す。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■図説「白山市の歴史と文化」作成事業 

■白峰重要伝統的建造物群保存地区パンフ作成事業 

■桑島化石調査隊事業 

■化石出前講座事業 

■*職場体験受入事業（埋蔵文化財） 

■埋蔵文化財出前講座事業 

■まちかど市民講座事業 

■白峰重伝建地区まちなみ巡り事業 
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基本施策 23  *コミュニティスクールの推進 

□子どもたちのよりよい成長のためには、家庭、学校、地域等が、それぞれの役割と責任

を果たすとともに、連携を強化し、教育活動に取り組んでいく必要があります。 

□「*社会に開かれた教育課程」の実施に向け、*コミュニティスクールを活用し、家庭、

学校、地域等の願いと特色を生かした学校づくりを推進します。 

□*コミュニティスクールによる地域とともにある学校づくりにより、一人ひとりの*ウェ

ルビーイングを、子ども・学校・地域・社会の*ウェルビーイングの循環につなげます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 地域と連携した*コミュニティスクールの推進 

■少子高齢化や教育現場の多様化など社会の変化に伴い、複雑化する課題を地域の力を 

得ながら解決に導き、未来の創り手となる子どもたちの成長を学校と地域とが一体と

なって支えていくために、*コミュニティスクールを推進します。 

■*地域学校協働活動を展開することで、子どもたちは学校だけでは得られない知識や経

験を得ることができ、学校は地域との深い連携が得られ、地域は学校を中心とした地

域・世代間の連携によって、よりよいまちづくりにつながり、住民にとっては日々の生

きがいづくりにつながります。 

■*地域学校協働活動の充実をめざし、地域学校協働活動推進員によるコーディネート機

能を高めていきます。 

 

◆具体的な取組例◆ 

■*学校運営協議会の開催 

■*地域学校協働活動の実施 

■*コミュニティスクールについての研修 

 

  

基本目標 
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（２） *学校評価等による開かれた学校づくり 

■学校が保護者や地域住民等と教育目標やビジョンを共有し、その理解・協力を得なが

ら学校運営を行うことで、家庭・学校・地域等が一体となって子どもたちを育んでい

きます。 

■保護者や地域の方による*学校評価を定期的に実施することにより、学校運営の組織

的・継続的な改善を図るとともに、評価結果や改善策を伝えることで説明責任を果た

します。 

■学習の成果を発表する場を設定して学校での活動を公開するなど、各校のホームペー

ジなどにより学校からの積極的な情報発信に努めます。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■*学校関係者評価の活用 
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 基本施策 24  学校部活動の地域連携と地域展開 

□中学校部活動は、学年を超えて生徒が自主的に活動することにより、生徒の協調性や

責任感を育てるなど教育的な意義があります。しかし、少子化の進展により生徒数や

教員数が減少し、これまでの形を維持することが難しい状況となりつつあります。 

□今後は、生徒が望む多様なスポーツ、文化芸術、生涯学習活動等に参加できる環境づく

りに努めます。 

□中学校部活動において持続可能な技術的指導を推進するため、地域の指導者の拡大を

図ります。 

□地域クラブの拡大を図り、中学校部活動以外にも活動ができる場を増やします。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 中学校部活動の*地域（外部）指導者との連携 

■生徒の自主的、自発的な参加により行われる中学校部活動では、教育的意義を踏まえ

た学校独自の特色ある活動の取組を積極的に進め、学校教育がめざす資質・能力の育

成に努めます。 

■活動経験の無い顧問や教員の人事異動があっても、継続的に資質や能力の育成が図れ

るよう技術的指導を行う*地域（外部）指導者の拡大や*部活動指導員の確保を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■白山市部活動*地域（外部）指導者補助事業 

■白山市*部活動指導員配置事業 

 

 

（２） 地域クラブ等へ中学生が参加しやすい環境づくり 

■「地域の子どもたちは、学校を含めた地域で育てる。」という意識の下で、中学生が参

加できるスポーツ・文化芸術・地域活動を生涯学習の一環として、生涯にわたって活

動できる環境を地域総がかりで進めます。 

■これまでの中学校部活動の種類に捉われず、小学生の時から取り組む活動や生涯学習

活動、地域コミュニティ組織が取り組む活動などに参加できる環境づくりを進めます。 

■送迎などの保護者の負担を軽減するため、中学校と連携し低廉な費用で活動する地域

基本目標 
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クラブの拡大を図ります。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■*地域（外部）指導者の増員 

■地域クラブ発足の支援 

 

 

 目 標 

■持続可能な中学校部活動と地域活動との連携を図るため、中学校部活動に参加する地

域の指導者の参加拡大を図ります。  

 

 

  

数値目標項目 
令和５（2023） 

年度実績 

令和 14（2032）

年度目標 

*地域（外部）指導者数 45 人 50 人 
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基本施策 25  多様な教育活動の展開 

□社会の変化や児童生徒の多様なニーズに対応し、豊かな学びを実現する教育活動が可

能となるよう、地域とともに魅力ある学校づくりを進めます。 

□児童生徒が主体となる授業を推進し、柔軟な教育システムや特色のあるカリキュラム

づくり等による新たな学びの仕組みづくりをめざします。 

□国が令和５（2023）年３月に策定した「*誰一人取り残されない学びの保障に向けた

不登校対策（COCOLO プラン）」等に基づき、新たな学校の在り方による学びの機会

の確保を図ります。 

 
 

 施策の方向性 

（１） 特色のあるカリキュラムづくり 
■白山手取川ユネスコ世界ジオパーク等の地域資源を生かした体験活動や専門機関の

方々との交流などの探求型の授業を、白山市における学校や地域の特色を生かした独

自の教育課程として創設します。 
 

 

（２） 新たな学校の在り方の検討 
■小中一貫教育校や*義務教育学校など義務教育９年間を見通した教育課程の編成や、*学

びの多様化学校による学習機会の確保、*特認校による弾力性のある通学区域の編成な

ど、本市におけるニーズに即した新たな学校の在り方について検討を進めます。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■*学びの多様化学校の設置に向けた検討 

 

 

（３） 学校の規模適正化・適正配置の検討 
■子どもの学びの視点を基本としつつ、学校が地域の活動や活力に果たす役割を考慮し

ながら、新たな学校の在り方の実現にもつながる学校の規模適正化や適正配置につい

て検討を行います。 
 

◆具体的な取組例◆ 
■学校施設の適正規模・適正配置基本方針の策定 

  

基本目標 
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基本施策 26  元気あふれる人・地域づくり 

□地域・地区における市民の交流を強化し、年齢層に応じた社会参加や各世代間の交流

活動を促進するとともに、地域コミュニティ組織の先行実践に学ぶ機会などの研修機

会を充実させ、地域社会における*ウェルビーイングの向上と元気なまちづくりを支援

します。 

□各種社会教育団体の自主的な活動を支援するとともに、各種団体との連携による生涯

学習ネットワークの構築を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 地域コミュニティ活動の促進 

■住民が主体となって課題解決や住民の関心に沿う事業を実施するとともに、地区内の

ヒト・モノ・コトを掘り起こし、地域への愛着や理解を深めて「地域力」を向上できる

よう支援します。 

■三世代交流等、世代を超えた人たちが交流できる事業を実施します。また、平野部と山

間部など地域間の交流に継続して取り組みます。 

■白山ジオ学習をはじめ郷土について学ぶ活動を通して、居住する地区への愛着を育み

ます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■地域づくり事業 

■地域力向上事業 

■住民交流事業 

■各種講座、社会体育大会、文化祭事業 

 
 
（２） 生涯学習のまちづくり推進と学習機会の提供 

■情操豊かな人間性と生活の質的向上をめざし、生涯学習活動を推進します。 

■学校の活動や児童生徒の通学・学習を地域ぐるみで支援するため、市民が活動する学

校ボランティアを推進します。 

■スキルアップ等をめざす*リカレント教育など、ライフスタイルに応じて学び直しがで

き、自己実現につなげる環境づくりをめざします。 

基本目標 
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◆具体的な取組例◆ 
■生涯学習のつどい事業 

■古典芸能鑑賞事業 

■学校ボランティア事業 

 

 

（３） 地域団体・グループの育成と活動の促進 

■地域社会との関わりの中で主体的に活動する団体やグループの成長が、地域全体の活

動の促進につながっています。また、団体やグループの成長と同時に、それらの構成

員の社会性の涵養や自己実現が促されます。これらの団体やグループの育成を推進し

ます。 

■多様化・複雑化する社会状況の変化等を背景に、地域における活動は既存団体だけで

はなく新たに動き出した団体やグループの力も必要となることから、幅広く支援し、

地域の活動を促進します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■社会教育団体育成事業 

■青少年団体育成事業 
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基本施策 27  笑顔かがやく生涯学習の推進 

□様々な世代の学習ニーズに応えられるよう、社会的要求の把握に努め、社会環境に即

した学習機会の充実を図り、生涯にわたる*ウェルビーイングの向上と笑顔輝くまちづ

くりを支援します。 

□コミュニティセンターや文化会館、学習センターを積極的に活用した幅広い分野の事

業を継続して展開します。 

□あらゆる世代において、探求型学習（自ら学び考える力の育成）を推進します。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 生涯学習の支援者の拡大と確保 

■生涯学習は、仲間と互いに教え合い、励まし合いながら、学ぶ楽しさや喜びを周囲の

人々に広げていくことができ、学びの土壌を豊かにするため、*社会教育士をはじめと

する生涯学習の支援者の拡大と確保を図ります。 

■*生涯学習社会の構築をめざした社会教育委員会議を開催し、地域の課題解決などの必

要な研究調査に取り組みます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■社会教育委員会事業 

■*社会教育主事養成講習受講の奨励 

 

 

 目 標 

■北陸地区で開催される*社会教育主事養成講習について、地域の社会教育活動に携わる

コミュニティセンター職員や市職員の受講を推進し、全てのコミュニティセンターに*

社会教育士を配置できるよう資格者の増加を図ります。 

  

数値目標項目 
令和5（2023） 

年度実績 

令和14（2032） 

年度目標 

*社会教育士資格取得者 

（市職員及びコミュニティセンター職員） 
１２人 ３５人 

基本目標 
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（２） 人権教育の推進と人権意識の高揚 

■あらゆる人々がお互いの生命と人権を尊重し、思いやりの中に豊かな人間関係を築く

ため、様々な場面で人権意識の啓発に努めます。 

■二十歳のつどい事業では、二十歳の門出を祝うとともに、大人としての自覚と品格を

身に付けることを目的にして、対象者が主体となって実施します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■人権教育事業 

■二十歳のつどい開催事業 

 

 

（３） 生涯学習施設の整備と活性化 

■学びの場が多様化する中、学習センターや青少年宿泊施設などの学びの核となる生涯

学習施設の整備充実を図ることで、*ＩＣＴの活用や*インクルーシブ社会の実現など時

代に即した生涯学習機会を提供する施設づくりをめざします。 

■特に、地域コミュニティの核となるコミュニティセンターについては、計画的な整備

に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■コミュニティセンター管理運営事業 

■文化会館管理運営事業 

■松任学習センター管理運営事業 

■青少年宿泊研修施設管理運営事業 

■社会教育バス等管理事業 

 

 

 目 標 

■生涯学習の拠点でもあるコミュニティセンターの年間利用者の増加を図ります。 

 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市内 28 コミュニティセンターの年間利用者数 306,806 人 400,000 人 
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基本施策 28  市立図書館の充実と機能強化 

□市立図書館は、地域の課題解決を支援する「地域の知の拠点」として、地域社会におけ

る様々な資料や情報を有効活用できるよう供することによって、利用者のニーズに応

じ、十分かつ効果的な情報提供ができるよう環境整備を図ることで、その役割を継続

的に果たしていく必要があります。 

□近年、IT 技術や情報機器の発展、普及による「読書離れ」や「活字離れ」が懸念され

ています。また、変化の激しい情報化社会の中、自らの責任で主体的に判断し、自立し

て生きていくためには、溢れる情報の中から必要かつ適切な情報を取捨選択する能力

を身に付けなければならず、そのため「読み」「調べる」読書は、より重要度が増して

います。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 市立図書館の充実 

■既設の市立図書館４館１分館の図書館情報システムに学校図書館情報システムを統合

することで、公共・学校図書館間の連携を強化するとともに、市立図書館全体での事

務の効率化とコスト軽減を推し進め、同時に図書館司書を適正に確保することで、課

題解決型サービスの充実に努めます。 

■全ての市民に読書の機会を公平に提供するために、市立図書館の利用が困難な地域に

は移動図書館を継続的に運行し、これと並行し、「はくさん電子図書館」を充実させる

ことで、距離や時間などによる制約を極力取り除けられるよう配慮します。また、移

動図書館がさらに利用しやすくなるよう、各コースのステーションの見直しや運営時

間の変更などについては、常に地域からのご意見に耳を傾けていくものとします。 

■市立図書館にない資料は、リクエストサービスにより、市外の公立図書館などからの

相互貸借等により対応します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■公共・学校図書館情報システムの統合 

■公共図書館としての機能向上 

■移動図書館の継続的な運営 

■電子図書館の充実 

基本目標 
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（２） 図書館サービスの充実 

■市民や利用者が求めている情報の提供や地域の課題解決を支援する各種事業等を実施

します。 

■現在までに、公衆無線 LAN を全館に開設し、持ち込み PC、スマートフォンやタブレ

ット端末からも情報収集が可能となっており、引き続き、図書館における利便性向上

に寄与する*DX の導入について検討していきます。 

■多様化する利用者のレファレンスの対応や地域の課題解決を支援する事業実施のため

に、市立図書館に専門知識を有する図書館司書を配置のうえ、利用者のニーズや地域

の課題にも注視し、新たな情報の収集や各種事業の企画を積極的に実施する職員を育

成するために、職員研修の開催や参加を促します。 

 
◆具体的な取組例◆ 
■*DX による利便性向上 

■市立図書館司書の資質向上 

 
 
（３） 子ども読書活動の推進 

■読書することは、「考える力」、「感じる力」、「表す力」などを育てるとともに、豊かな

情操を育み、全ての活動の基盤となる「価値・教養・感性等」を、生涯を通じて涵養

していくうえで極めて重要であり、また、自らの責任で主体的な判断を行いながら自

立して生きていくために、子どもの時期から本を読み、調べる習慣をつけることの意

義はますます高まっています。 

■令和４（2022）年４月に策定した「第４次白山市子ども読書活動推進計画」に基づ

き、地域・保育所・児童館・学校・図書館などが連携し、特に児童生徒に対して、読

み（聞かせ）たい本が学校図書館支援センターを介してほぼ確実に読める環境を整備

することで、子どもの読書活動を推進するための取組を行います。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■おはなし会及び*ブックスタート事業の開催 

■白山市図書館を使った調べ学習コンクールの開催 

■*ビブリオバトル中学生大会の開催 

■学校図書館支援センターとの連携強化 
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（４） ボランティアの参加 

■地域の方々から協力いただいている「おはなし会」、「*ブックスタート事業」、「配架」、

「本の修理」などのボランティアは、地域と一体となった読書活動の推進を図るうえ

で重要であるため、新たなボランティアの参加を促します。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■ボランティアの募集及び養成講座の開催 

■ジュニアボランティア図書館たいけん隊事業の開催 

 

 

 目 標 

■図書館の利用増加を図ります。 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

図書館利用の登録者数 67,156 人 68,000 人 

図書館への来館者数 390,361 人 440,000 人 

図書の貸出利用者数 136,673 人 149,000 人 

図書の貸出点数 555,235 点 595,000 点 

電子図書館タイトル数 4,216 点 4,800 点 
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基本施策 29  障害者の学びへの支援 

□「障害者の権利に関する条約」の批准、障害を理由とする差別の解消の推進に関する法

律や白山市共生のまちづくり条例の施行等を踏まえ、障害のある人が自らの可能性を

追求しつつ、地域の一員として豊かな人生を送ることができるよう、様々な学習機会

の整備に関する施策を横断的かつ総合的に推進します。 

□障害のある人が、生涯にわたって学習活動を積極的に楽しみ、生きがいを創出できる

よう、機会づくりや活動の場の整備充実を行います。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 学びへの支援及び関係機関との連携の推進  
■障害のある人が、学校卒業後に社会で自立して生きるために必要な力を育み、維持し

ていけるよう、効果的な学習プログラムや実施体制に関する研究及びその成果普及等

に努めます。また、各ライフステージにおける学びや地域・社会への参加を支援し、共

生社会の実現をめざします。 

■障害の有無に関わらず共に支え合いながら生活できる地域づくりを推進するために、

学校や生涯学習等における啓発講座の開催を支援し、地域住民間の交流を図ります。 

■陶芸教室や手芸教室など在宅障害者いきいき活動支援事業等の実施を支援し、障害の

ある人が学びを深める機会の充実を図ります。 

 
 
（２） 身近な地区における生涯学習機会の充実 

■各地区の身近な施設において、生涯学習活動に取り組めるよう、各種の学級・講座等の

情報提供、受入れ体制等の整備充実を図ります。 

■障害のある人が、生涯学習施設等を不自由なく使えるように、施設の改修時に合わせ

て、バリアフリー化に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■福祉共育啓発講座の開催支援 

■在宅障害者いきいき活動支援事業等の実施支援 

■コミュニティセンター整備事業 

基本目標 
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基本施策 30  *生涯スポーツの充実 

□いつでも、どこでも、だれもが生涯にわたり安全にスポーツに親しむことができるこ

とは、ウェルビーイングを高め、明るく豊かで活力に満ちた社会を形成するうえで、

欠かすことのできないものです。 

□市民一人ひとりが、性別や年齢、能力、体力の違いにかかわらず、気軽にスポーツに親

しむことができるよう、個人のニーズに合わせてスポーツ・レクリエーション活動に

参加できる環境づくりを進めます。 

 

 

 施策の方向性 

（１） *生涯スポーツの推進 

■ライフステージや個人のニーズに応じたスポーツ活動を推進するため、多様なスポー

ツ機会の提供に取り組みます。 

■スポーツにおける男女共同参画を促進します 

■目的を持って楽しく体を動かすウォーキングや散歩、階段昇降などもスポーツである

という認識の普及を図ります。 

 

生涯にわたるスポー

ツライフの支援 

【幼児期・少年期】 

・様々なスポーツを体験し、スポーツの意義や特性への

理解を深めます 

・総合型地域スポーツクラブと連携を図り、市内の誰も

がスポーツを幅広く体験できるよう推進します 

・白山市スポーツ少年団の活動を支援します 

【青年期】 

・スポーツの仲間づくりの機会を創出します 

【壮年期】 

・スポーツ活動の習慣化、日常化を促します 

・託児機能を備えた大会運営などの環境を整えます 

【高齢期】 

・スポーツ・レクリエーション活動などへの参加を促進します 

・高齢者スポーツクラブの育成に努めます 

 

基本目標 
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障害のある人のスポ

ーツ促進 

・施設のバリアフリー化を進めます 

・障害のある人のスポーツ参加を促進します 

 

■スポーツ活動の多様化により、スポーツに関する知識や技能を有するスポーツリーダ

ーや指導者の育成・確保を推進するとともに、継続的に安定したスポーツ活動ができ

るようスポーツ活動におけるボランティア人材の育成・確保に努めます。 

■親善友好都市との交流支援や、市内全域でのスポーツイベントや大会などを通して、

市民参加型のスポーツ交流を推進します。 

■市民がスポーツに興味を持つきっかけづくりや習慣化を後押しするため、市広報や市

ホームページ等を活用して、スポーツイベントや各種教室等スポーツ関連情報の積極

的な発信に努めます。また、各種スポーツ大会の観戦を推進することで、市民のスポ

ーツへの関心を高め、地域の活性化を図るとともに、スポーツに取り組む人の増加を

促進します。 

 
 
（２） 地域スポーツの充実 

■スポーツ関係団体と連携し、スポーツ教室の充実を図ります。また、各種スポーツイベ

ントにおいて、*ニュースポーツの紹介・普及を図ります。 

■総合型地域スポーツクラブへの支援及びその周知・啓発を図ります。 

 

 

（３） スポーツ団体の育成 

■白山市スポーツ協会などと連携し、地域に根ざしたクラブやサークルが自発的に結成

されるような環境づくりを進めるとともに、今後もスポーツクラブの結成や育成を支

援します。また、地域の様々なクラブやサークルのネットワーク化を応援します。 

 

 
（４） 健康・体力づくりの推進 

■産学官で連携し、スポーツを通じた健康増進を図ります。 

■体力測定の意義や体力測定を受けられる場の普及・啓発を図り、体力測定者の増加を

図ります。 

  
◆具体的な取組例◆ 
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■スポーツ少年団交流会等 

■高齢者スポーツクラブ支援 

■障害者ふれあいスポーツ大会サポート活動 

■男女共有スポーツ種目の拡充・普及活動 

■スポーツ指導者講等研修会 

■*うぐいす運動 

■スポーツ関連情報の発信 

■スポーツ協会・スポーツ少年団による各種教室の開催 

■市内一斉ラジオ体操会 

■スポーツ推進委員活動 

■健康・体力づくり運動教室のサポート活動 

■体力テストの実施 

 

 

 目 標 

■「*うぐいす運動」の推進や「スポーツレクリエーション交流会」等の参加者増加を図る

とともに、市民がスポーツに触れ合う多様な機会を提供し、*生涯スポーツの推進に努

めます。 

 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

スポーツレクリエーション交流会参加者数 396 人 1,300 人 

年間体力測定者数 84 人 350 人 
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基本施策 31  競技スポーツの振興 

□白山市のスポーツ環境で育った競技選手が、その技能をレベルアップさせて、上位の

大会で活躍する姿は、市民に夢や感動を与えるだけでなく、青少年のスポーツに対す

る意識を高めます。 

□より高い技能や記録に挑戦し、競技力の向上をめざすスポーツ環境づくりを促進しま

す。 

 

 

 施策の方向性 

（１） 選手の育成・強化 

■ジュニアの育成・強化に重点的に取り組み、優秀な選手を輩出するなど大きな成果を

上げています。今後も、ジュニア選手の育成・強化活動に対して支援を行います。 

■将来、全国的な大会やオリンピックのような大舞台に出場するという夢や目標を持ち、

トップアスリートをめざそうという気概を育むため、オリンピック出場選手や一流ス

ポーツ選手による講習会などを開催するとともに、国際大会の事前合宿や各種競技大

会の誘致に努めます。 

■今後の目標や向上意欲を持たせる貴重な体験を積むことができるため、国際大会や全

国大会などへの参加支援を継続して行います。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■各種競技大会参加者への激励会開催 

■ジュニア強化人材育成事業 

■トップアスリート体感事業 

基本目標 
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（２） 支援体制の充実 

■競技水準の向上を図るため、多くの児童・生徒がジュニア時代から競技に取り組める

ように、スポーツ少年団などの施設利用に関する支援を継続するとともに、競技団体

と連携し各種競技大会の開催支援に努め、競技人口の拡大に努めます。 

■スポーツ功労賞、スポーツ大賞、最優秀スポーツ賞、優秀スポーツ賞、スポーツ賞、ス

ポーツ奨励賞を設け、選手と指導者の顕彰を行います。 

■中学校部活動の地域連携や地域展開の推進に向けて、スポーツ少年団、スポーツ協会

等関係する団体と協議しながら環境づくりに努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■ 各種競技大会の開催 

■ スポーツ顕彰 

 

 

 目 標 

■ジュニア世代から競技に取り組めるように、スポーツ少年団の支援や各種スポーツ大会

の開催支援に努め、競技人口の拡大を推進し競技力の向上に努めます。 

 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

県民スポーツ大会の優勝者数 139 人 250 人 

国民スポーツ大会の出場者数 76 人 100 人 

オリンピック・パラリンピックへの出場者数 2 人 1 人以上 
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基本施策 32  スポーツ施設の整備・充実 

□スポーツ・レクリエーションへの関心は年々高まっており、いつでもどこでも気軽に

スポーツを楽しめる環境の整備が課題となっています。 

□市民が豊かなスポーツライフを安心して楽しめるように、安全なスポーツ施設として

の環境を整え、スポーツによって生じる事故・外傷・障害等の防止や軽減を図ります。 

 

 

 施策の方向性 

（１） スポーツ施設の整備促進及び効果的利用 

■施設の整備にあたっては、既存施設の活用を柱とし、市民ニーズの高い競技施設の機

能充実を図るため、計画的な整備や*長寿命化対策を含めた施設改修などの機能の維持

と向上に努め、スポーツ施設の充実を図ります。 

■一部の施設においては、施設予約状況などの情報をインターネットで掲示しており、

引き続き、利用者の利便性の向上に取り組んでいきます。 

■体育館やグラウンドなどの学校体育施設は、地域住民の身近なスポーツ施設であり、

今後も一層の整備及び利用促進に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■スポーツ施設の計画的改修 

■学校体育施設開放事業 

 

  

基本目標 
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 目 標 

■スポーツ施設の利用率向上に向けて、施設の*長寿命化や将来を見据えた効率的な改修

計画を策定し、計画的な整備の推進を図ります。 

なお、学校体育施設の利用者は年々増加しており、今後も市内の全小中学校で学校開放

事業を行い、市民の身近な地域スポーツ施設としての機能の推進を図ります。 

 
 
（２） スポーツ活動における安全確保 

■市やスポーツ協会主催の各種大会において、保健師や看護師の配置を行うなど安全な

大会運営に努めます。 

■指導者によるケガ防止対策や事故時における対応を迅速に行えるよう、安全に関する

知識の習得を推進します。 

■AED の設置を推進し、安全管理に努めるともに、施設や用具の安全点検及び整備を行

うなど、適切な施設管理に努めます。 

 

◆具体的な取組例◆ 
■スポーツイベント・大会への保健師や看護師の配置 

■AED 配置施設掲示及びチラシ等による周知活動 

 

  

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

スポーツ施設総利用者数 859,226 人 1,160,000 人 

学校体育施設開放利用者数 451,764 人 535,000 人 
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第５章 計画の実現にあたって 

１ 計画の周知・広報 
 

（１） 情報の共有と相互の信頼 

■本計画の基本理念や基本施策の着実な実施に向け、市民からの意見を広聴し、教育目

標が着実に達成されるよう努め、情報の共有と相互の信頼に努めます。 

■また、職員一人ひとりが本計画を意識、教育が実践できるよう、周知徹底を図ります。 

 

（２） 積極的な情報発信 

■本計画の進捗状況に関する情報を、広報紙、ホームページなどの広報媒体を活用しな

がら、分かりやすい情報発信に努め、広報活動等を積極的に行います。 

■また、市民に信頼される開かれた教育行政の推進に努めます。 

 

２ 活力ある教育行政の推進 
 

（１） 教育における連携・協働 

■教職員がそれぞれの職の専門性を発揮するとともに、外部人材の積極的な活用など

を通じて、学校の組織的な教育力を高め、学校現場における教育施策の着実な推進を

図ります。 

 

（２） 市民とともに進める教育施策 

■学校教育と社会教育、また、学校と地域との連携の仕組みを強化し、地域住民や各種

団体が、教育活動に積極的に参画できるよう、生涯にわたる学習社会の実現に向け、

それぞれの領域の連携・協働を図ります。   

■子どもの教育は、家庭をはじめ、社会性や公共性を得ることのできる場となる地域、

さらには専門的な知識や最新の技術を有する企業や大学等との連携・協働も必要で

あり、市民が一体となった教育力向上の取組を推し進めます。 
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３ 変化に対応した計画の進行管理 
 

（１） 計画の点検・評価 

■常に市民のニーズを把握しながら事業を実施し、その目標設定に対しての達成状況

について毎年点検・評価を行い、効果的な教育行政の推進に資するとともに、*PDCA

サイクルによる進行管理を行います。 

 

（２） 計画の見直し 

■本計画は８年後の令和 14（2032）年度を目標年度としており、その間に、市の総

合計画や国、県の教育振興基本計画が改定される見込みです。国の教育に関する施策

や社会情勢の更なる変化、時代のニーズ等を捉えながら、必要に応じて施策の方向性

や数値目標等を再考するなど柔軟に計画内容の見直しを行い、本市における教育目

標を実現できるよう努めます。 
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資料編  

１ 策定体制 
 

□計画の策定にあたり、学識経験者及び教育関係者、関係団体、保護者代表などで構成す

る「第２次白山市教育振興基本計画策定委員会」を設置し、検討を重ねました。また、

庁内においては、部局横断した関係各課の代表者で構成する「作業部会」を設置し、作

業を進めました。 

 

２ 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会設置要綱 
 

                            令和６年５月３０日 

                            教育委員会告示第１１号 

（設置） 

第１条 教育基本法（平成１８年法律第１２０号）第１７条第２項の規定に基づく本市に

おける教育の振興のための施策に関する基本的な計画（以下「教育振興基本計画」とい

う。）を策定するため、第２次白山市教育振興基本計画策定委員会（以下「委員会」と

いう。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

 ⑴ 教育振興基本計画の基本理念の策定 

 ⑵ 教育振興基本計画の素案の作成 

 ⑶ 前２号に掲げるもののほか、教育振興基本計画の策定に関し必要な事項 

 （組織） 

第３条 委員会は、委員１２人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから、教育委員会が委嘱し、または任命する。 

 ⑴ 学識経験者 

 ⑵ 公共的団体の代表者 

 ⑶ 児童及び生徒の保護者の代表者 

 ⑷ 教職員の代表者 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱または任命の日から教育振興基本計画の策定が終了する日ま

での期間とする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に、委員長及び副委員長１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により選出する。 

３ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 
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 （会議） 

第６条 委員会の会議は、委員長が招集し、委員長が議長となる。 

２ 委員会は、委員の過半数が出席しなければ、会議を開くことができない。 

 （意見の聴取） 

第７条 委員会は、必要に応じて、専門的知識を有する者及び担当職員の意見を聴取し、

または会議に出席を求めることができる。 

 （庶務） 

第８条 委員会の庶務は、教育委員会事務局教育総務課において処理する。 

 （その他） 

第９条 この告示に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、教育委員会が

別に定める。 

   附 則 

 この告示は、公表の日から施行する。 
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３ 策定委員会委員名簿 
 

□第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 

 

委員（１０名）               任期 令和６年６月～令和７年３月 

役 職 分 野 氏 名 所  属  等 

委員長 学識経験者 浅野 秀重 金沢大学名誉教授 

副委員長 社会教育代表 作本 文枝 白山市コミュニティセンター連合会 

委 員 学識経験者 松田  淳 金城大学人間社会科学部教授 

委 員 学校関係者 越田 卓夫 
白山市小学校校長会 

（東明小学校校長） 

委 員 学校関係者 橋本 康信 
白山市中学校校長会 

（鳥越中学校校長） 

委 員 保護者代表 北嶋 将光 白山市 PTA 連合会 

委 員 社会教育代表 澤井 香奈 白山市社会教育委員 

委 員 文化代表 廣谷 圭子 白山市文化協会 

委 員 スポーツ代表 架間 洋子 白山市スポーツ協会 

委 員 町会代表 荒木 哲裕 白山市町会連合会 
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４ 策定の経過 
 

年 月 日 事   項 

令和６年 

３月 26日 

第１回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 作業部会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画について 

４月 19日 

第２回 第２次白山市教育振興基本計画検討委員会 作業部会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画（骨子案）について 

５月 31日 

第３回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 作業部会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画（骨子案）について 

６月 26日 

第１回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 

協議事項 

（１）委員長・副委員長選出 

（２）計画策定の概要について（諮問） 

（３）本市の教育の状況について 

（４）計画策定の日程案について 

（５）第２次白山市教育振興基本計画（骨子案）について 

７月 26日 

第４回 白山市教育振興基本計画策定委員会 作業部会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画（骨子案）について 

７月 31日 
令和６年度 第１回白山市総合教育会議 

 第２次白山市教育振興基本計画（骨子案）について報告 

8 月 30日 

第５回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 作業部会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画（素案）について 

10 月 3日 

第２回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 

協議事項 

（１）第２次白山市教育振興基本計画（素案）について 

１１月 26 日 
白山市教育委員会協議会 

 第２次白山市教育振興基本計画（素案）について 

１２月 16 日 
市議会文教福祉常任委員会 

第２次白山市教育振興基本計画について報告（概要版） 
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年 月 日 事   項 

12 月 23日 
市議会全員協議会 

第２次白山市教育振興基本計画について報告（概要版） 

令和７年 

１月 8日～ 

1 月 21日 

パブリックコメントの実施 

1 月 24日 

第６回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 作業部会 

協議事項 

（１）パブリックコメントの結果について 

（２）第２次白山市教育振興基本計画（案）について 

2 月 12日 

第３回 第２次白山市教育振興基本計画策定委員会 

協議事項 

（１）パブリックコメントの結果について 

（２）第２次白山市教育振興基本計画（案）について 

2 月 26日 策定委員会からの計画案答申を教育委員会が受理 

3 月 4 日 
白山市教育委員会会議 

 第２次白山市教育振興基本計画を策定 

３月 19日 
市議会文教福祉常任委員会 

 第２次白山市教育振興基本計画の策定について報告 

３月 25日 
市議会全員協議会 

 第２次白山市教育振興基本計画の策定について報告 
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５ 数値目標一覧 
 
本文中の数値目標を再掲します。 

 
 
 

基本施策 ５  いじめ・不登校等への対策 

■児童生徒が学校を好きと感じる魅力ある学校づくりを推進します。 

 
 
 

基本施策 ６  将来の夢や目標を育む教育の推進 

■*キャリア教育を充実し、将来の夢や目標を持つ児童生徒の増加を図ります。 

  

数値目標項目 校種 
令和 6（2024） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

*全国学力・学習状況調査で「学校に

行くのは楽しい」と回答した児童生

徒の割合 

小学校 87.6％ 90％ 

中学校 86.0％ 90％ 

*全国学力・学習状況調査で「自分に

はよいところがある」と回答した児

童生徒の割合 

小学校 83.1％ 90％ 

中学校 84.1％ 90％ 

数値目標項目 校種 
令和 6（2024） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

*全国学力・学習状況調査で「将来の

夢や目標を持っている」と回答した

児童生徒の割合 

小学校 80.1％ 85％ 

中学校 64.5％ 70％ 

*全国学力・学習状況調査で「地域や

社会をよくするために何かしてみた

い」と回答した児童生徒の割合 

小学校 84.5% 90% 

中学校 79.2% 85% 
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基本施策 ７  子どもの権利の保障 

■子どもの権利に関する認知度の向上をめざします。 

 
 
 

基本施策 15  教職員の資質・能力の向上 

■教員の多忙化改善により、時間外勤務の軽減を図ります。 

 
 
 

基本施策 17  学校図書館教育の充実 

■各教科の授業で児童生徒の学びを支えることや、児童生徒の感性を育む場として、学校

図書館の積極的な活用を図ります。 

■学校図書館の充実と児童生徒の読書活動、授業での図書館活用の推進に向け、各校の

課題を把握しながら適切な支援を行います。 

 

 

数値目標項目 
令和5（2023） 

年度実績 

令和14（2032） 

年度目標 

子どもの権利についての認知度 
（小5）74.1％ 

（中2）81.6％ 

（小5）80.0％ 

（中2）85.0％ 

数値目標項目 校種 
令和５（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

時間外勤務時間調査において、学校

毎の平均が 45 時間を超えた月が

5 回以上あった学校数 

小学校 ２校 0 校 

中学校 ７校 ０校 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14 （2032） 

年度目標 

小学生一人あたりの年間貸出冊数 137.8 冊 150 冊 

中学生一人あたりの年間貸出冊数 34.7 冊 45 冊 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市立図書館から学校図書館への貸出冊数 19,716 冊 20,000 冊 
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基本施策 21  文化・芸術の振興と創生 

■音楽や芸術を鑑賞する機会の充実や市民参加型の施策の展開を図り、来場者の増加を図

ります。 

■白山市文化協会開催事業に関する参加者の増加を図ります。  

■応募作品・催し参加者の増加を図ります。 

■文化施設における年間利用者の増加を図ります。 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

白山薪能来場者数 

現代美術展白山展来場者数 

ガルガンチュア音楽祭 in 白山来場者数 

250 人 

1,730 人 

2,433 人 

400 人 

1,900 人 

1,000 人 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

はくさん子美術展参加者数 234 人 250 人 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

暁烏敏賞 応募作品数 

ジュニア文芸賞 応募作品数 

ライン賞 応募作品数 

千代女全国俳句大会 投句数 

俳句ポスト 投句数 

中川一政記念絵画公募展応募作品数 

45 点 

16,299 点 

14 点 

3,610 点 

4,908 点 

820 点 

55 点 

20,000 点 

25 点 

3,800 点 

5,500 点 

900 点 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市立博物館 

松任中川一政記念美術館 

松任ふるさと館 

千代女の里俳句館 

石川ルーツ交流館 

呉竹文庫 

鳥越一向一揆歴史館 

農村文化伝承館 

市民工房うるわし 

白山恐竜パーク白峰 

5,848 人 

13,504 人 

8,355 人 

15,144 人 

6,932 人 

1,343 人 

6,550 人 

2,755 人 

96,962 人 

15,912 人 

8000 人 

18,000 人 

10,000 人 

18,000 人 

12,000 人 

2500 人 

11,000 人 

4,000 人 

120,000 人 

20,000 人 
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 基本施策 24  学校部活動の地域連携と地域展開 

■持続可能な中学校部活動と地域活動との連携を図るため、中学校部活動に参加する地

域の指導者の参加拡大を図ります。  

 
 
 

基本施策 27  笑顔かがやく生涯学習の推進 

■北陸地区で開催される*社会教育主事養成講習について、地域の社会教育活動に携わる

コミュニティセンター職員や市職員の受講を推進し、全てのコミュニティセンターに 

*社会教育士を配置できるよう資格者の増加を図ります。 

■生涯学習の拠点でもあるコミュニティセンターの年間利用者の増加を図ります。 

 
 
 

基本施策 28  市立図書館の充実と機能強化 

■図書館の利用増加を図ります。 

数値目標項目 
令和５（2023） 

年度実績 

令和 14（2032）

年度目標 

*地域（外部）指導者数 45 人 50 人 

数値目標項目 
令和5（2023） 

年度実績 

令和14（2032） 

年度目標 

*社会教育士資格取得者 

（市職員及びコミュニティセンター職員） 
１２人 ３５人 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

市内 28 コミュニティセンターの年間利用者数 306,806 人 400,000 人 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

図書館利用の登録者数 67,156 人 68,000 人 

図書館への来館者数 390,361 人 440,000 人 

図書の貸出利用者数 136,673 人 149,000 人 

図書の貸出点数 555,235 点 595,000 点 

電子図書館タイトル数 4,216 点 4,800 点 
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基本施策 30  *生涯スポーツの充実 

■「*うぐいす運動」の推進や「スポーツレクリエーション交流会」等の参加者増加を図る

とともに、市民がスポーツに触れ合う多様な機会を提供し、*生涯スポーツの推進に努

めます。 

 
 
 

基本施策 31  競技スポーツの振興 

■ジュニア世代から競技に取り組めるように、スポーツ少年団の支援や各種スポーツ大会

の開催支援に努め、競技人口の拡大を推進し競技力の向上に努めます。 

 
 
 

基本施策 32  スポーツ施設の整備・充実 

■スポーツ施設の利用率向上に向けて、施設の*長寿命化や将来を見据えた効率的な改修

計画を策定し、計画的な整備の推進を図ります。 

なお、学校体育施設の利用者は年々増加しており、今後も市内の全小中学校で学校開放

事業を行い、市民の身近な地域スポーツ施設としての機能の推進を図ります。 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

スポーツレクリエーション交流会参加者数 396 人 1,300 人 

年間体力測定者数 84 人 350 人 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

県民スポーツ大会の優勝者数 139 人 250 人 

国民スポーツ大会の出場者数 76 人 100 人 

オリンピック・パラリンピックへの出場者数 2 人 1 人以上 

数値目標項目 
令和 5（2023） 

年度実績 

令和 14（2032） 

年度目標 

スポーツ施設総利用者数 859,226 人 1,160,000 人 

学校体育施設開放利用者数 451,764 人 535,000 人 
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６ 用語解説 
 

本文中「＊」で記した用語の解説を掲載しています。 

 

 あ行 
 

ＩｏＴ【アイオーティー】 

"Internet of Things"の略。様々なものが

インターネットに接続し、情報をやり取りす

ること。 

 

ＩＣＴ【アイシーティー】 

"Information and Communication T-

echnology"の略。コンピュータやネットワ

ークに関連する諸分野における技術・産業・

設備・サービスなどの総称。 

 

ESD【イーエスディー】 

"Education for Sustainable Develo-

pment "の略。持続可能な社会を実現してい

くことをめざして、社会や世界の様々な側面

を総合的に学習する教育のこと。 

 

生きる力 

①基礎的・基本的な知識・技能を習得し、

それらを活用して、自ら考え、判断し、表現

することで、様々な課題に積極的に対応し、

解決を図る「確かな学力」、②自らを律しつつ、

他人とともに協調し、他人を思いやる心や感

動する心などの「豊かな人間性」、③たくまし

く生きるための「健康や体力」など、「知・徳・

体」のバランスのとれた力。 

 

インクルーシブ教育 

障害の有無等によらず、多様な子どもたちが

同じ場で共に学ぶ教育。国連の障害者権利条約

の批准に向けて国内の法整備が進む中、平成

23（2011）年８月５日に公布・施行（一部を

除く）された、改正障害者基本法でインクルー

シブ教育の理念が盛り込まれた。 

 

栄養教諭 

児童の栄養の指導及び管理をつかさどる

職員として、他の教職員と連携した各教科等

における食に関する指導と学校給食の管理

（献立作成、衛生管理、検食、物資管理等）

を職務としている。 

 

ＡＩ（人工知能） 

"Artificial Intelligence"の略。コンピュー

タの性能が大きく向上したことにより、機械

であるコンピュータが「学ぶ」ことができる

ようになった。これら機械学習の技術により、

翻訳や自動運転、医療画像診断といった人間

の知的活動に、AI が大きな役割を果たしつつ

ある。 

 

ウェルビーイング 

「ウェルビーイング（Well-being）」とは、

身体的・精神的・社会的に良い状態にあるこ

とをいい、生きがいや人生の意義など将来に

わたる持続的な幸福を含む。個人だけでなく、

個人を取り巻く場や地域、社会が持続的に良

い状態であることを含む包括的な概念。（本

編 28 頁に詳細あり） 

 

うぐいす運動 

白山市では、市の鳥に制定している「うぐ

いす」にちなみ、「うまいへたは抜きにして」

「グループや地域やファミリーで」「いつで
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もどこでも」「すこやかにスポーツを楽しみ

ましょう」の頭文字をとった「うぐいす運動」

を、生涯スポーツを推進する合言葉として展

開している。 

 

SDGｓ【エスディージーズ】 

"Sustainable Development Goals"の

略。国連サミットで採択された 2030 年を

期限とする目標。地球環境や気候変動に配慮

しつつ、持続可能な暮らしや社会の実現のた

めに、国際社会全体がめざすべき１７の開発

目標（①貧困、②飢餓、③保健、④教育、⑤

ジェンダー⑥水・衛生、⑦エネルギー、⑧成

長・雇用、⑨イノベーション、⑩不平等、⑪

都市、⑫生産・消費、⑬気候変動、⑭海洋資

源、⑮陸上資源、⑯平和、⑰パートナーシッ

プ）を定めており、「地球上の誰一人として

取り残さない」社会の実現をめざすこととし

ている。 

 

SDGｓ未来都市 

内閣府地方創生推進室が、SDGs の達成に

取り組んでいる都市を選定する制度。白山市

は平成 30（2018）年に選定され、環境に

調和した持続可能な経済発展や豊かな生活

を実現し、その成果を市全体に還元するサイ

クルの確立をめざしている。 

 

親子方式 

小中学校（親校）の給食室で調理した給食

を、近隣の他校（子校）に配送する方式。 

 

 か行 
 

外国語指導助手等（ALT/EI） 

【ALT/Assistant Language Teacher】 

JET プログラム【The Japan Exchange 

and Teaching Programme】によって日本

に招かれた外国人青年で、日本人教員と協力

して外国語の指導等に当たる助手。 

【EI/English Instructor】 

ALT と同様に外国語の指導等に当たる助

手として、主に市内在住の外国人を本市で独

自に採用している。 

 

学習指導要領 

全国的に一定の教育水準が確保されるよ

う、文部科学省が学校教育法に基づいて定め

ているもの。どのような教科や活動を、どの

学年で、どのように教育するかなどについて

基準が示されている。およそ１０年に１度、

改訂され、教科書や学校での指導内容のもと

となっている。 

 

架け橋期のカリキュラム 

5 歳児から小学校 1 年生の 2 年間を一体

的に捉え、それぞれの時期にふさわしい教育

として進めつつ、同時に連続性のあるものに

していこうとするもの。文部科学省が実施に

向けてた手引きを策定している。 

 

学校衛生委員会 

労働安全衛生法に基づき、教職員 50人以

上の学校で設置される。校長や衛生管理者、

産業医等で構成し、当該校における教職員の

健康保持のために必要な措置を講ずる。 

 

学校運営協議会 

法律（地教行法第 47 条の 5）に基づき、

教育委員会により任命された委員が、一定の

権限を持って、学校運営とそのために必要な

支援について協議する合議制の機関。本市で

は、令和 5（2023）年度から全小学校に、

令和 6（2024）年度から全中学校に設置し

ている。 
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学校関係者評価 

学校評価の一環として、保護者、学校評議

員、地域の人々など、学校にかかわりのある

方により構成された評価委員会が、その学校

の教育活動の観察や意見交換等を通じて、学

校が行った自己評価の結果等について評価

すること。 

 

学校評価 

子どもたちがより良い教育を享受できる

よう、学校が自らの教育活動や学校運営につ

いて評価し改善を図るための取組。 

 

学校病 

学校保健安全法施行令第８条にある、感染

症または学習に支障を生ずる恐れのある病

気。トラコーマまたは結膜炎・白癬、疥癬及

び膿痂疹・中耳炎・慢性副鼻腔炎及びアデノ

イド・う歯・寄生虫病（虫卵保有を含む）な

ど。 

 

学校防災アドバイザー 

教職員や児童生徒等の防災に対する意識

の向上を図り、学校間や地域が一体となり、

学校安全の取組が進むよう、専門的な観点か

ら指導・助言を行う。文部科学省からの委託

により、石川県教育委員会が有識者を任命し、

派遣している。 

 

感性のびのびジオ・サタデー、ジオ・クラブ 

本市の自然や文化、歴史への理解を深める

ために行うジオパークを通じた体験学習。ジ

オ・サタデーは小学４～６年生を対象、ジオ・

クラブは中学生を対象として土曜日を中心

に開催している。各回とも専門家や地域の人

を講師として「化石発掘」や「伏流水めぐり」

「石探し」などの活動を行っている。 

 

感性のびのび体験推進事業 

直接体験により児童生徒の感性を高め、豊

かな心を育むことを目的として、芸術家や専

門家を招き本物の文化・芸術・地域の伝統に

触れる事業や、自然の中での各種体験事業な

どを行っている。 

 

ＧＩＧＡ（ギガ）スクール構想 

「GIGA」は "Global and Innovation 

Gateway for All"の略。１人１台端末と、高

速大容量の通信ネットワークを一体的に整

備することで、特別な支援を必要とする子ど

もを含め、多様な子どもたちを誰一人取り残

すことなく、公正に個別最適化され、資質・

能力が一層確実に育成できる教育環境を実

現する国の構想。 

これまでの教育実践と最先端のＩＣＴの

ベストミックスを図ることにより、教員・児

童生徒の力を最大限に引き出す。 

 

基礎的環境整備 

「合理的配慮」の基礎となる環境整備のこ

と。障害のある児童生徒への支援については、

法令に基づきまたは財政措置により、国は全

国規模で、各都道府県は各都道府県内で、市

町村は各市町村内で、基礎的環境整備を行う

必要がある。 

 

基礎的・汎用的能力 

社会的・職業的自立に向けて必要な基盤と

なる能力のことで、「人間関係形成・社会形成

能力」「自己理解・自己管理能力」「課題対応

能力」「キャリアプランニング能力」の４つの

能力によって構成される。 

 

義務教育学校 

小学校・中学校の区切りを無くした教育課

程 9 年の新たな学校制度。文部科学省が、学
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校教育制度の多様化や弾力化の推進等を目

的として平成 28（2016）年に制度化。新教

科等の創設や学年段階間での指導内容の入

替えや前倒し等、教育課程上の特例を設置者

の判断で実施することが認められている。 

 

キャリア教育 

社会の中で自分の役割を果たしながら、自

分らしい生き方を実現していくキャリア発

達を促すために、児童生徒が学ぶことと自己

の将来のつながりを見通しながら、社会的・

職業的自立に向けて必要な基盤となる能力

や態度を育てる教育。 

 

キャリア・パスポート 

児童生徒が小学校から高等学校までの学

びや活動を記録し、節目となるタイミングで

自分の成長の足跡を振り返りながら現在の

自分自身を見つめ、学習の見通しや将来の展

望を図るための記録。 

 

教育基本法 

教育の目的及び理念並びに教育の実施に

関する基本を定めるとともに、国・地方公共

団体の責務を明らかにした法律。なお、同法

の 17 条において国・地方公共団体が総合的

かつ計画的に教育施策を推進するための基

本的な計画を定めることについて規定され

ている。 

 

共同学校事務室 

日常は各校で勤務している学校職員が、定

期的に一つの学校に集まるなどして、複数の

事務業務を共同で行うもの。職員の育成及び

資質の向上、事務処理の標準化・効率化など

の効果が期待できる。 

 

 

共同調理方式 

給食センターで調理された給食を、各校へ

配送する方式。 

 

グローバル化 

世界的規模に広がること。政治・経済・文

化などが国境をこえて地球規模で拡大する

こと。 

 

合理的配慮 

障害者の権利に関する条約において、「障

害者が他の者と平等に全ての人権及び基本

的自由を享有し、または行使することを確保

するための必要かつ適当な変更及び調整で

あって、特定の場合において必要とされるも

のであり、かつ、均衡を失したまたは過度の

負担を課さないものをいう。」と定義されて

いる。 

 

こども基本法 

子どもを中心とした社会をつくるための

基本となる法律。全ての子どもが安心して健

やかに成長できるよう、養育、教育、保健、

医療、福祉等の領域に関して子どもの権利を

総合的に保障することをめざしている。 

 

こども施策 

こども基本法に基づき、大人になるまで切

れ目なく行われる子どもの健やかな成長の

ための支援や、子育てに伴う喜びを実感でき

る社会の実現のためのサポートのほか、教育

施策や雇用施策、医療施策など、これらと一

体的に行われる施策全般。 

 

子供主体の授業 

一人ひとりが興味・関心や学び方、理解度

などに応じて主体的に進める個別最適な学

びと、他者と学び合いながら進める協働的な
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学びを一体的に充実させた授業。 

 

こども大綱 

こども家庭庁が推進する、子どもが生きや

すい社会を実現するための政策を考えるう

えで、大元となる方針を定めた大綱。 

 

子ども日本語サポーター 

市内の小中学校において、外国人児童生徒

等への日本語初期指導などを行う。白山市国

際交流協会からの推薦を経て、日本語サポー

ターとして経験を積んでいる者や日本語教

師資格を有する者を各校へ派遣する。 

 

個別の教育支援計画 

家庭、地域及び医療や福祉等関係機関との

連携を図り、長期的な視点で児童生徒への教

育的支援を行うために作成する計画。学習指

導要領により、支援を要する児童ごとに作成

することが義務付けられている。 

 

コミュニティ・スクール 

（学校運営協議会制度） 

学校運営協議会が設置された学校の呼称。 

 

 さ行 
 

サードプレイス 

家庭や職場などとは別にある、居心地がよ

くリラックスでき、ありのままの自分で過ご

せる場所のこと。学校内においては、通常の

教室以外に第３の居場所として設置に取り

組む。 

 

ジオ・エコ・ヒト 

日本のジオパークで提唱されているコン

セプト。地質・地形（ジオ）、その上に成立す

る生態系（エコ）、それらと関わる人の暮らし

（ヒト）の繋がりを重視し、地質遺産のみな

らず、それらと関連した自然遺産や文化遺産

の保全、活用が進められている。 

 

ジオパーク 

《geo（地球）十 park（公園）からの造語》

科学的に貴重な地質遺産を含む自然公園の

一種。地球科学的意義のあるサイトや景観が

保護、教育、持続可能な開発の全てを含んだ

総合的な考え方によって管理された、１つに

まとまったエリアがジオパークとなる。地史

や地質現象を示す地質遺産を保全し、地球科

学や地球環境に関する教育・普及活動を行う

とともに、観光資源としても地域の活性化に

役立てるものである。地質的・地形的特徴を

背景とする文化的・歴史的・生態系的遺産も

ジオパークの資源となる。 

 

社会教育施設 

教育・文化・スポーツ等などの分野で住民

の社会教育活動を推進するための施設。社会

教育法では、公民館、図書館、博物館等があ

る。 

 

社会教育士 

学びを通じた人づくり・地域づくり等に中

核的な役割をはたす専門人材として、文部科

学省が認定する称号で、令和 2（2020）年

度から始まった制度。社会教育主事とは異な

り、講習を修了し所定の単位を修得すれば称

することができる。 

 

社会教育主事 

社会教育法に基づき、教育委員会に置かれ

る専門的職員。講習を修了するなどの要件を

満たした有資格者のうち、教育委員会から社

会教育主事として発令を受けた者で、社会教

育上の専門的・技術的な助言や指導等にあた
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る。 

 

社会に開かれた教育課程 

学校教育が社会との連携を強化し、子ども

たちが地域社会や現実の社会とつながる学

びを提供することを目的としたカリキュラ

ムの考え方。学校内だけでなく、地域や社会

の資源を活用して子どもたちの学びを豊か

にすることをめざしている。 

 

生涯学習社会 

国民一人ひとりが自己の人格を磨き、豊か

な人生を送ることができるよう、その生涯に

わたって、あらゆる機会、あらゆる場所にお

いて学習することができ、その成果を適切に

生かすことのできる社会。 

 

生涯スポーツ 

だれもが生涯の各時期にわたって、それぞ

れの体力や年齢、目的に応じて楽しむことが

できるスポーツ。 

 

少人数授業 

特定の教科において、通常の学級とは異な

る少人数の学習集団を編成し、児童生徒の状

況に応じてきめ細かく指導を行う授業。 

 

職場体験受入 

高等学校や大学で行われる職場研修活動

でインターンシップとも呼ばれる。 

 

職場体験活動 

中学校において、生徒が事業所などの職場

で働くことを通じて、職業や仕事の実際につ

いて体験したり、働く人々と接したりする学

習活動。体験を重視した教育の改善・充実を

図る取組の一環として促進を図ることが重

要とされている。本市では、全中学校におい

て実施されている。 

 

心的エネルギー 

心理学上の用語。人間が生きていくために

必要な心のエネルギーであり、さまざまな活

動をしていくうえで根源となる本能的な衝

動など。 

 

スクールカウンセラー 

教育機関で心理相談業務に従事する心理

職専門家であり、教育委員会からの任用を受

けた特別職。カウンセリングの技法を用いて、

子どもや保護者等の悩みを解決できるよう

支援する。 

 

スクールソーシャルワーカー 

子どもの家庭環境による問題に対処する

ため、児童相談所と連携したり、教員を支援

したりする福祉の専門家。原則、社会福祉士

か精神保健福祉士などの資格が必要だが、教

員ＯＢもいる。 

 

ステップ教室 

校内教育支援センター（文部科学省）とも

いう。学校内のサードプレイスとして教室登

校が困難な児童生徒に対し、個に応じた学習

活動を進める。 

 

ストレスチェック 

ストレスに関する質問票（選択回答）に労

働者が記入し、それを集計・分析することで、

自分のストレスがどのような状態にあるの

かを調べる簡単な検査。労働安全衛生法が改

正され、労働者５０人以上いる事業所では、

２０１５年１２月から、毎年１回、この検査

を全ての労働者に対して実施することが義

務付けられた。 
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生活リズムモンスター攻略ブック 

「早寝・早起き・朝ごはん」の生活習慣を

改善するために白山市が独自に作成した冊

子。3 匹のモンスター「ヨフカシー」「ネボラ

ー」「タベネーゼ」やボス・モンスターを倒す

ため、子どもたち自身が約１か月間、毎日の

生活の記録をとる仕組みとなっている。 

 

青少年ホームステイ交流事業 

本市内に在住する中学生や高校生を対象

に、海外の親善友好都市とホームステイによ

る派遣及び受入れを行っている。 

中高生の多感な時期に異文化交流を通し

て国際理解を深めると共に、多文化共生への

意識を高めることを趣旨としており、市の国

際交流部局が実施し、教育委員会が協力して

いる。 

 

全国学力・学習状況調査 

学校における児童生徒への教育指導の充

実や学習状況の改善等に役立てることを目

的として国が平成 19（2007）年度から実

施している調査。全国的な児童生徒の学力・

学習状況を把握・分析し、教育施策の成果と

課題を検証し、その改善を図るとともに、そ

のような取組を通じて、教育に関する継続的

な検証改善サイクルを確立する。 

 

 た行 
 

体育や保健の見方・考え方 

学習指導要領で示される指導上のねらい。

体育では、運動やスポーツの価値や特性に着

目し、楽しさや喜びとともに体力の向上に果

たす役割の視点から捉え、「する・みる・支え

る・知る」の多様な関わり方と関連付けるこ

と。保健では、健康や安全に関する原則や概

念に着目して捉え、疾病等のリスクの軽減や

生活の質の向上、健康を支える環境づくりと

関連付けることなどが示されている。 

 

体力・運動能力調査 

日本全国の小学 5 年生、中学 2 年生全員

を対象として行われるスポーツテスト。スポ

ーツ庁が、市区町村教育委員会等の協力を得

て実施している。 

 

確かな学力 

①基礎的・基本的な知識・技能、②これら

を活用して課題を解決するために必要な思

考力、判断力、表現力、③主体的に学習に取

り組む態度（学習意欲）の３つの要素から成

り立つ力。 

 

多文化共生 

国籍や民族などの異なる人々が、互いの文

化的ちがいを認め合い、対等な関係を築こう

としながら、地域社会の構成員として共に生

きていくこと。 

 

誰一人取り残されない学びの保障に向けた不

登校対策（COCOLO プラン） 

「COCOLO」は"Comfortable,Customi

ze and Optimized Locations of learni

ng"の略。全国的に不登校児童生徒が増加し

ていることを受け、行政だけでなく、家庭、

学校、地域社会、NPO、フリースクール関係

者等が、相互に理解や連携をしながら、子ど

もたちのためにそれぞれの持ち場で取組を

進めることして、つながりのイメージやめざ

す姿、取組などを掲げている。 

 

地域学校協働活動 

 学校を核にした地域づくりをめざし、地域貢

献活動や学習ボランティア活動など、地域と学

校がともにパートナーとして連携・協働し、行
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っていくさまざまな取組。 

 

地域（外部）指導者 

スポーツ、文化、芸術活動の資格者または

経験者で外部や地域の指導者。地域（外部）

指導者は学校職員ではないため、単独での部

活動指導や練習試合や大会などの校外活動

の引率を顧問無しでは許可されていない。 

 

チーム担任制 

学級担任を一人に固定せず、複数の教員で

学級運営を分担するやり方。業務分散による

負担軽減を図るとともに、複数の目で子ども

を見守るねらいがある。 

 

地方教育行政の組織及び運営に関する法律 

教育委員会の設置、市町村立学校の教職員

の身分、学校運営協議会の設置など、地方公

共団体の教育行政の基本について定めた法

律。なお、同法の第 1条の 3 において、地方

公共団体の長が、地域の実情に応じ、教育、

学術及び文化の振興に関する総合的な施策

の大綱を定めることと規定されている。 

 

長寿命化（改修事業） 

老朽化した施設を、将来にわたって長く使

い続けるため、単に物理的な不具合を直すの

みではなく、建物の機能や性能を現在の学校

が求められている水準まで引き上げること。

屋上防水や外壁改修など、文科省の手引等に

より具体的な手法やノウハウが示されてい

る。 

 

超スマート社会（Society 5.0） 

「生産・流通・販売、交通、健康・医療、

金融、公共サービス等の幅広い産業構造の変

革。必要なもの・サービスを、必要な人に、

必要な時に、必要なだけ提供し、社会の様々

なニーズにきめ細かに対応でき、あらゆる人

が質の高いサービスを受けられ、年齢、性別、

地域、言語といった様々な違いを乗り越え、

活き活きと快適に暮らすことのできる社会」

と定義している。 

 

通級指導教室（通級による指導） 

通常の学級に在籍する、比較的軽度の障害

がある児童生徒に対して、障害の状態に応じ

て特別な指導を行うための教室。教科の学習

は通常の学級で行う。言語障害・自閉症・情

緒障害・弱視・難聴・学習障害・注意欠陥多

動性障害（ADHD）・肢体不自由・病弱・身体

虚弱の児童生徒が対象。障害の状態を改善・

克服するための自立活動を中心に、必要に応

じて各教科の補充指導を行う。 

 

Teachers' Day【ティーチャーズデイ】 

市内で勤務する教職員に対して、年に１度、

日頃の勤務に対して感謝やねぎらいを行う

と共に、教職員が自らの使命感や教員として

のやりがいについて再考できる機会とする。

（ユネスコが定めた「教師に感謝するための

日」の精神に則る） 

 

ティーム・ティーチング 

教育効果を高めるため、複数の指導者が役

割を分担し、協力しながら授業を行う方式。 

 

デジタルアーカイブ 

博物館・美術館・公文書館や図書館の収蔵

品を始め有形・無形の文化資源（文化資材・

文化的財）等をデジタル化して記録保存を行

うこと。デジタル化することによって、文化

資源等の公開や、ネットワーク等を通じた利

用も容易となる。 資料を精緻にデジタル化

することにより、オリジナル資料へのアクセ

スの必要性を減らすことができるため、将来
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的にも資料の傷みを最小限にすることが可

能になる。 

 

デジタルトランスフォーメーション（DX） 

「DX」は"Digital Transformation"の略。

AI などのデジタル技術を駆使して業務やサ

ービス等の変革を行い、その価値を高めるこ

と。身近な例として、オンラインスクールや

モバイル決裁サービス交通インフラのデジ

タル化など。 

 

特認校 

自然豊かな環境に恵まれた小規模校など

で特色ある教育を展開し、学区外からでも入

学を許可することのできる学校。 

 

特別支援教育アドバイザー 

市独自の職名で、特別支援教育の指導・支

援方法について、教職員、特別支援教育支援

員等に対し、助言・指導を行う有資格者。 

 

特別支援教育コーディネーター 

特別支援教育において、学校内の関係者や

外部の関係機関との連絡調整役、保護者に対

する相談窓口、担任への支援、校内委員会の

運営や推進役などの役割を担っており、校長

が所属職員の中から指名する。 

 

特別支援学級 

障害の程度が比較的軽度であっても、きめ

細やかな教育を行うために小中学校に障害

の種別ごと置かれる少人数の学級。対象とな

る障害の種類は、知的障害、肢体不自由、病

弱及び身体虚弱、弱視、難聴、言語障害、自

閉症・情緒障害。 

 

特別支援学校 

障害のある幼児児童生徒に対して、専門性

の高い教育を行う学校。幼稚園から高等学校

に相当する年齢段階の教育を特別支援学校

のそれぞれ幼稚部・小学部・中学部・高等部

で行う。対象となる障害の種類は、視覚障害、

聴覚障害、知的障害、肢体不自由または病弱

（身体虚弱を含む）。 

 

特別支援教育 

障害のある幼児・児童・生徒の自立や社会

参加にむけた主体的な取り組みを支援する

という視点に立ち、一人ひとりの教育的ニー

ズを把握し、その持てる力を高め、生活や学

習上の困難を改善または克服するため、適切

な指導や必要な支援を行う教育。 

 

 な行 
 

ニュースポーツ 

「国内外で新しく生まれたスポーツ」「外

国で古くから行われていたが、最近日本で普

及したスポーツ」「既存のスポーツのルール

等を簡略化したスポーツ」という特徴を持ち、

このいずれかにあてはまるもの。スポーツの

原点である「楽しさの追求」を理念として考

案されているものが多い。 

 

 は行 
 

白山市スキルモデル 

児童・生徒が９年間を通して身に付けてほ

しい情報スキルを一覧にしたもの。 

 

白山市通学路安全プログラム 

本市で平成 27（2015）年に作成した通

学路の安全確保に関する取組の方針。教育委

員会やＰＴＡ連合会、警察機関等の連携や、

通学路における定期的な合同点検の実施な
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どを定めている。 

 

白山めぐみんジオパーク給食 

白山市で生産している旬の食材を使用し

た献立。 

 

PDCA サイクル 

（学校経営の基本構造を成すプロセスの

捉え方。）学校経営計画を立て（Plan）、計画

に基づいて学校を組織化し、計画を実行した

（Do）結果、どのような効果や問題点が生じ

たのかについて点検・評価し（Check）、是正・

見直しを行う（Act）というサイクル。 

 

ビッグデータ 

日々生成される多種多様なデータの集積。

明確な定義はないが、例えば交通系 IC カード

に記録される乗車履歴や GPS から得られる

位置情報、メールの内容、SNS の投稿やコメ

ントといったデータが大量に蓄積されたも

の。ビッグデータを分析し、そこから得られ

た知見を様々な分野における意思決定に活

かすことが期待されている。 

 

ビブリオバトル 

参加者同士で本を紹介し合い、もっとも読

みたいと思う本を投票で決める催し。本市で

は、平成２７（2015）年に松任地域の中学

生を対象に大会を開催、翌２８（2016）年

より市内全中学校に対象を広げ、松任美川地

域大会、鶴来白山ろく地域大会として、毎年

８月に開催している。 

 

部活動指導員 

学校教育法施行規則に基づき「中学校にお

けるスポーツ、文化、科学等に関する教育活

動に係る技術的指導に従事する」市が任用す

る学校職員。校長の監督を受け、部活動の実

技指導、大会・練習試合等の引率を行う。 

 

ブックスタート 

地域の保健センターなどで行われる乳幼

児健診の機会に、赤ちゃんと保護者に対し、

親子で一緒に絵本を読むことの大切さを伝

えながら絵本を手渡す活動。 

 

ブックトーク 

特定のテーマのもと、様々な視点から集め

た何冊かの本を関連づけ、順序立てて紹介す

ること。その本の面白さを伝え、聞き手に読

みたい気持ちを起こさせることが目的であ

る。 

 

ふれあい教室 

主に不登校児童生徒の学校復帰を支援す

るために、教育委員会が学校の外に設置して

いる施設。学校や家庭と連携し、相談活動や

学習指導などを行う。 

 

 ま行 
 

学びの多様化学校 

不登校の児童生徒のために、独自の教育課

程を設けている学校。指導要領に沿った教育

カリキュラムではなく、一人ひとりの学力に

対応した特別なカリキュラムで編成される。 

 

 や行 
 

ヤングケアラー 

本来大人が担うと想定されている家事や

家族の世話などを日常的に行っている子ど

ものこと。その結果、子ども自身がやりたい

ことができないなど、学業や友人関係などに

影響が出てしまうこともあり、国や地方公共
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団体等が支援に努めるべき対象としている。 

 

ユネスコエコパーク 

ユネスコ（国際連合教育科学文化機関）

の「生物圏保存地域」により親しみをもっ

てもらうため、国内でつけられた通称。

「生物圏保存地域」は、ユネスコの自然科

学セクターで実施されるユネスコ人間と生

物圏（MAB：Man andtheBiosphere）計

画における一事業として実施されている。

貴重な自然環境を守りながら、その持続可

能な利活用を行う地域を、人間と自然が共

生する国際的なモデル地域として認定する

もの。 

 

幼児期の終わりまでに育ってほしい姿 

文部科学省が、幼児期の終わりまでに育っ

てほしい子どもの姿や能力まとめたもの。幼

稚園教育要領、保育所保育指針等が平成 29

（2017）年に改定されたことに伴い示され

た。 

 

 ら行 
 

リカレント教育 

いつでも学び直しができるシステムとい

う広い意味を持つ一方で、仕事を行ううえで

求められる能力・スキルを追加的に身につけ

る意味や、職業とは直接的には結びつかない

教養等の学び直しの意味としても使う。 

 

レファレンス 

図書館利用者が学習・研究・調査を目的と

して必要な情報・資料などを求めた際に、図

書館員が情報そのものあるいはそのために

必要とされる資料を検索・提供・回答するこ

とによってこれを助ける業務。 

 わ行 
 

若手教員早期育成プログラム 

石川県と連携して行う若手教員の研修制

度。初任者から採用 10 年目までの教員を 3

期に分け、県教員総合研修センター等で行う

校外研修と各学校で実施する実践的な校内

研修を組み合わせて行っており、若手教員の

スキルアップをサポートする。 
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